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元
結
の
近
體
詩
批
判
と
「
全
聲
」
の
思
想
（
金
）

は　

じ　

め　

に

　

元
結
（
七
一
九
～
七
七
二
）、
字
は
次
山
は
、
唐
・
玄
宗
の
天
寶
期

か
ら
代
宗
の
大
暦
期
に
活
躍
し
、
復
古
を
唱
え
た
文
學
者
で
あ
る
。

彼
は
十
七
歳
の
こ
ろ
、
當
時
著
名
な
儒
學
者
に
し
て
族
兄
の
元
德
秀

に
師
事
し
た
後
、
天
寶
六
載
（
七
四
七
）
に
玄
宗
の
詔
に
よ
る
制
科

に
應
じ
た
が
、
宰
相
の
李
林
甫
が
「
野
に
遺
賢
無
し
」
と
い
う
理
由

で
す
べ
て
の
受
驗
生
を
落
第
に
し
た
た
め
、
挫
折
を
味
わ
う
。
失
望

し
た
元
結
は
、
洛
陽
の
南
、
商
餘
山
に
隠
棲
し
、
著
述
を
通
し
て
時

俗
の
批
判
に
専
念
し
た
。
天
寶
十
三
載
（
七
五
四
）、
よ
う
や
く
進
士

及
第
を
果
た
す
も
、
翌
年
、
安
史
の
亂
が
勃
發
。
乾
元
二
年
（
七
五

九
）、
肅
宗
に
徴
召
さ
れ
て
官
途
に
つ
き
、
荆
南
の
反
亂
を
平
定
し

に
行
く
。
そ
の
後
、
道
州
刺
史
、
容
州
刺
史
を
歴
任
し
、
大
暦
七
年

（
七
七
二
）
に
没
し
た
。

　

中
唐
の
韓
愈
「
送
孟
東
野
序
」
に
お
い
て
、
元
結
は
陳
子
昂
・
蘇

源
明
・
李
白
・
杜
甫
・
李
觀
と
竝
び
稱
さ
れ
、「
そ
の
才
能
を
も
っ

て
鳴
る
」
存
在
に
名
を
連
ね
る
。
文
章
家
と
し
て
は
、
韓
愈
・
柳
宗

元
よ
り
も
早
く
散
體
文
の
創
作
に
努
め
た
た
め
、
後
世
、
し
ば
し
ば

古
文
の
先
驅
者
と
見
な
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
北
宋
の
歐
陽
脩
は
「
次

山
當
開
元
天
寶
時
、
獨
作
古
文
、
其
筆
力
雄
健
、
意
氣
超
拔
、
不
減

韓
之
徒
也
（
次
山
は
開
元
・
天
寶
の
時
に
あ
た
り
、
ひ
と
り
古
文
を
作
っ

た
。
そ
の
筆
力
は
雄
健
に
し
て
、
意
氣
は
羣
を
抜
き
、
韓
門
の
徒
に
も
劣
ら

な
い
）」
と
述
べ
、
民
國
の
錢
基
博
『
韓
愈
志
』「
古
文
淵
源
」
の
章

で
は
、
元
結
を
同
時
代
の
蕭
穎
士
・
李
華
・
賈
至
・
獨
孤
及
と
と
も

に
古
文
の
先
驅
者
と
認
め
て
い
る
。
そ
の
後
の
文
學
史
・
文
學
批
評

史
に
お
い
て
古
文
の
源
流
を
論
ず
る
際
に
も
、
基
本
的
に
こ
う
し
た

評
價
を
踏
襲
し
、
元
結
の
存
在
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

た
だ
し
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
文
章
の
復
古
を
唱
え
る
文
學
者
た

ち
は
、
古
文
を
主
張
し
、
駢
文
に
反
對
す
る
も
の
の
、
詩
歌
の
領
域

に
お
い
て
は
、
駢
文
と
同
じ
く
聲
律
・
對
句
を
重
視
す
る
近
體
詩
に

①

②

③

④

元
結
の
近
體
詩
批
判
と
「
全
聲
」
の
思
想

金　
　
　
　
　
　

鑫
京
都
大
學



中
国
文
学
報　

第
九
十
二
册

─ 36 ─

對
し
て
、
特
に
批
判
的
態
度
を
明
確
に
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
古
文
の
先
驅
者
た
ち
の
多
く
は
、
實
際
に
は
近
體
詩
を
作

っ
て
お
り
、
詩
作
全
體
に
占
め
る
比
率
も
小
さ
く
な
い
。
中
唐
後
期

の
韓
・
柳
も
合
わ
せ
て
表
に
ま
と
め
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

詩
人
（
生
卒
年
）

現
存
詩
數

近
體
詩
數
と
比
率

李
華
（
七
一
三
～
七
七
四
）

29

8
（27.6%

）

蕭
穎
士
（
七
一
七
～
七
六
〇
）

23

3
（11.1%

）

賈
至
（
七
一
八
～
七
七
二
）

46

34
（73.9%

）

獨
孤
及
（
七
二
五
～
七
七
七
）

81

45
（55.5%

）

韓
愈
（
七
六
八
～
八
二
四
）

414

174
（42%

）

柳
宗
元
（
七
七
三
～
八
一
九
）

161

61
（37.9%
）

　

と
こ
ろ
が
、
表
に
載
せ
た
古
文
の
先
驅
者
た
ち
と
比
べ
る
と
、
元

結
だ
け
は
特
殊
で
あ
り
、
現
存
す
る
詩
九
十
八
首
の
う
ち
、
實
は
近

體
詩
が
一
首
も
な
い
。
な
ぜ
元
結
は
か
く
も
近
體
詩
に
冷
淡
で
あ
っ

た
の
か
。
小
論
で
は
こ
の
問
題
意
識
を
出
發
點
と
し
て
、
元
結
の
詩

に
お
け
る
復
古
思
想
と
そ
の
淵
源
に
つ
い
て
考
察
し
て
ゆ
く
。

一　

元
結
の
近
體
詩
批
判

　

元
結
に
よ
る
復
古
の
主
張
を
示
す
記
述
と
し
て
、
以
下
の
二
篇
が

し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
。

　

そ
の
一
つ
は
、
乾
元
三
年
（
七
六
〇
）
に
作
ら
れ
た
『
篋
中
集
』

序
で
あ
る
。
安
史
の
亂
が
勃
發
し
て
五
年
が
經
ち
、
天
下
は
な
お
混

迷
を
極
め
て
い
た
こ
の
時
期
、
都
長
安
で
任
官
の
命
を
待
つ
元
結
は
、

當
時
の
堕
落
し
た
詩
風
に
不
滿
を
感
じ
、『
篋
中
集
』
を
編
纂
し
た
。

こ
の
選
集
に
は
友
人
七
名
の
舊
作
二
十
四
首
（
す
べ
て
五
言
古
詩
）
を

採
録
し
、
序
文
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

元
結
作
『
篋
中
集
』、
或
問
曰
、「
公
所
集
之
詩
、
何
以
訂

之
」。
對
曰
、「
風
雅
不
興
、
幾
及
千
歳
、
溺
於
時
者
、
世
無
人

哉
。
…
…
近
世
作
者
、
更
相
沿
襲
、
拘
限
聲
病
、
喜
尚
形
似
、

且
以
流
易
爲
辭
、
不
知
喪
於
雅
正
。
然
哉
、
彼
則
指
詠
時
物
、

會
諧
絲
竹
、
與
歌
兒
舞
女
生
汚
惑
之
聲
於
私
室
可
矣
、
若
令
方

直
之
士
、
大
雅
君
子
、
聽
而
誦
之
、
則
未
見
其
可
矣
」。

⑤⑥
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元
結
が
『
篋
中
集
』
を
作
る
と
、
あ
る
人
が
尋
ね
た
、「
あ

な
た
が
編
集
し
た
詩
は
、
何
に
よ
っ
て
定
め
た
の
か
」
と
。
答

え
て
言
う
に
は
、「
風
雅
が
振
る
わ
な
く
な
っ
て
、
ほ
と
ん
ど

千
年
に
近
い
。
時
流
に
溺
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
世
の
中
に
優

れ
た
詩
人
が
い
な
い
か
ら
だ
ろ
う
か
。
…
…
近
ご
ろ
の
作
者
た

ち
は
、
互
い
に
こ
の
氣
風
を
踏
襲
し
、
聲
病
の
規
則
に
拘
束
さ

れ
、
形
を
似
せ
た
だ
け
の
描
写
を
貴
び
、
し
か
も
上
滑
り
の
言

葉
遣
い
ば
か
り
で
、
雅
正
を
失
っ
た
の
を
知
ら
な
い
。
ま
っ
た

く
そ
う
な
の
だ
。
彼
ら
の
よ
う
に
時
節
や
景
物
を
詠
い
、
音
樂

と
調
和
す
る
詩
は
、
歌
童
や
舞
妓
と
共
に
私
室
で
人
を
惑
わ
す

歌
聲
を
あ
げ
る
分
に
は
か
ま
わ
な
い
が
、
も
し
方
正
の
士
や
大

雅
の
君
子
が
そ
れ
を
聴
い
て
吟
誦
す
る
な
ら
ば
、
よ
ろ
し
い
と

は
言
え
ま
い
」
と
。

　

も
う
一
つ
は
、
永
泰
元
年
（
七
六
五
）
執
筆
の
「
劉
侍
御
月
夜
讌

會
詩
序
」
で
あ
る
。
當
時
、
道
州
刺
史
の
任
期
が
滿
了
し
た
元
結
は
、

次
の
任
命
を
待
つ
た
め
に
衡
陽
（
今
の
湖
南
省
衡
陽
市
）
に
赴
い
た
。

そ
の
地
で
舊
友
劉
湾
（
字
は
霊
源
、
彭
城
の
人
）
に
出
會
い
、
昔
な
じ

み
の
人
た
ち
と
集
っ
て
月
見
の
宴
を
催
し
、
互
い
に
詩
を
賦
し
た
と

き
に
こ
の
序
文
を
作
っ
た
。
元
結
は
當
時
流
行
の
詩
風
に
對
し
て
、

以
下
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

　

於
戲
、
文
章
道
喪
蓋
久
矣
。
時
之
作
者
、
煩
雜
過
多
、
歌
兒

舞
女
、
且
相
喜
愛
、
系
之
風
雅
、
誰
道
是
邪
。
諸
公
嘗
欲
變
時

俗
之
淫
靡
、
爲
後
生
之
規
範
、
今
夕
豈
不
能
道
達
情
性
、
成
一

時
之
美
乎
。

　

あ
あ
、
文
章
の
道
が
失
わ
れ
て
久
し
い
。
今
の
作
者
の
詩
に

は
、
煩
雜
な
と
こ
ろ
が
多
過
ぎ
る
。
歌
童
や
舞
妓
に
は
好
ま
れ

る
が
、
こ
れ
を
風
雅
に
位
置
づ
け
れ
ば
、
誰
が
正
し
い
と
言
お

う
か
。
諸
君
は
か
つ
て
時
俗
の
淫
靡
な
詩
風
を
變
革
し
、
後
輩

の
規
範
と
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
今
宵
こ
そ
は
情
性
を
表

す
詩
を
詠
い
、
一
時
の
美
談
と
す
る
好
機
で
は
な
い
か
。

　

上
記
二
篇
の
う
ち
、
前
者
は
當
時
の
詩
が
「
聲
病
」
に
拘
泥
す
る

こ
と
を
指
摘
し
、
明
ら
か
に
近
體
詩
を
標
的
と
す
る
。
後
者
の
「
文

章
道
喪
蓋
久
矣
」
か
ら
は
、
陳
子
昂
「
修
竹
篇
序
」
に
「
文
章
道
弊

⑩
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五
百
年
矣
。
漢
魏
風
骨
、
晉
宋
莫
傳
（
文
章
の
道
が
衰
え
て
か
ら
五
百

年
が
經
っ
た
。
漢
魏
の
時
代
に
あ
っ
た
風
骨
は
、
晉
宋
に
は
傳
わ
ら
な

い
）」
と
い
う
よ
う
に
、
晉
宋
以
後
、
唐
代
ま
で
の
詩
の
流
れ
を
堕

落
と
捉
え
る
文
學
史
認
識
が
連
想
さ
れ
よ
う
。
續
く
「
時
之
作
者
、

煩
雜
過
多
」
が
具
體
的
に
何
を
指
す
の
か
は
文
中
に
明
言
さ
れ
な
い

が
、
近
體
詩
の
聲
律
の
規
則
が
そ
の
一
つ
に
含
ま
れ
る
と
考
え
て
よ

い
。

　

元
結
の
詩
歌
復
古
の
主
張
に
關
し
て
、
先
行
研
究
は
主
に
「
風

雅
」（「
雅
正
」）
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
注
目
し
、『
詩
經
』
へ
の
復

歸
と
ま
と
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
陶
文
鵬
に
よ
れ
ば
「
元
結
が
『
篋

中
集
』
を
編
纂
し
た
さ
ら
に
主
要
な
目
的
は
、『
詩
經
』
の
風
雅
の

傳
統
を
提
唱
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
民
衆
の
苦
し
み
を
反
映
す
る
詩
歌

流
派
の
發
展
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
る
」。
ま
た
、
蔣
寅
は
『
篋
中

集
』
を
論
じ
て
、「
元
結
の
雅
正
と
い
う
觀
念
は
、
ほ
と
ん
ど
漢
儒

の
詩
教
説
へ
の
復
歸
と
な
っ
た
」
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
「
風
雅
」
と

は
『
詩
經
』
の
「
六
義
」
に
由
來
し
、
詩
歌
は
す
べ
か
ら
く
政
治
教

化
に
裨
益
す
べ
し
と
す
る
儒
家
の
傳
統
的
な
詩
教
觀
念
で
あ
り
、
主

と
し
て
詩
の
内
容
に
對
す
る
要
求
で
あ
る
。
こ
の
觀
念
に
基
づ
き
、

元
結
は
形
式
主
義
に
陥
っ
た
詩
の
弊
害
を
救
う
べ
く
、
近
體
詩
や
聲

律
に
冷
淡
な
態
度
を
取
り
、
内
容
面
に
お
い
て
は
「
風
雅
」
を
標
榜

し
た
、
と
い
う
の
が
從
來
の
研
究
者
の
認
識
で
あ
る
。
こ
う
し
た
認

識
は
、
一
見
す
る
と
妥
當
な
よ
う
で
あ
る
が
、
元
結
自
身
の
詩
を
具

體
的
に
分
析
し
て
み
る
と
、
必
ず
し
も
『
詩
經
』
の
傳
統
を
追
求
す

る
も
の
ば
か
り
と
は
言
え
な
い
し
、
内
容
面
の
「
風
雅
」
よ
り
も
形

式
面
の
素
樸
さ
を
取
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
次
節
で
は
、
こ
の
點

に
つ
い
て
詳
述
し
た
い
。

二　

元
結
の
「
規
範
」
と
す
る
詩

　

元
結
は
『
篋
中
集
』
序
に
お
い
て
「
溺
於
時
者
」
に
批
判
を
加
え
、

「
劉
侍
御
月
夜
讌
會
詩
序
」
で
は
「
變
時
俗
之
淫
靡
、
爲
後
生
之
規

範
」
と
述
べ
た
。
當
時
流
行
の
「
淫
靡
」
な
詩
風
に
對
し
て
、
彼
は

具
體
的
に
如
何
に
變
革
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な

「
規
範
」
の
樹
立
を
目
指
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
從
來
、
研
究
者
の
注

目
を
集
め
て
き
た
の
は
、
杜
甫
が
高
く
評
價
し
た
「
舂
陵
行
」
と

「
賊
退
示
官
吏
」
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
廣
德
二
年
（
七
六
四
）、
元

結
が
道
州
刺
史
と
し
て
在
任
中
の
時
の
作
。「
舂
陵
」
は
道
州
（
今

⑪
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の
湖
南
省
道
縣
）
の
古
稱
で
あ
り
、
安
史
の
亂
を
經
て
、
こ
の
地
域

は
甚
大
な
破
壞
を
被
っ
て
い
た
。
元
結
は
道
州
の
民
の
苦
し
み
に
同

情
し
、
朝
廷
に
課
税
減
免
を
求
め
る
べ
く
、
こ
の
二
首
を
作
っ
た
の

で
あ
る
。

　

「
舂
陵
行
」
は
、
末
尾
に
「
何
人
采
國
風
、
吾
欲
獻
此
辭
（
誰
が

國
風
の
歌
を
採
っ
て
く
れ
る
の
か
。
私
は
こ
の
詩
を
獻
上
し
よ
う
と
思

う
）」
と
詠
う
よ
う
に
、『
詩
經
』「
國
風
」
の
「
采
詩
」
を
強
く
意

識
し
た
も
の
で
あ
る
。
杜
甫
も
ま
た
「
同
元
使
君
舂
陵
行
」
序
に
お

い
て
「
得
結
輩
十
數
公
、
落
落
然
參
錯
天
下
爲
邦
伯
、
萬
物
吐
氣
、

天
下
少
安
可
待
矣
。
不
意
復
見
比
興
體
制
、
微
婉
頓
挫
之
詞
（
元
結

の
よ
う
な
優
れ
た
人
物
十
數
人
を
抜
擢
し
て
、
天
下
の
州
郡
の
長
官
に
す
る

な
ら
ば
、
萬
物
が
生
氣
を
放
ち
、
天
下
も
少
し
は
穏
や
か
に
な
る
こ
と
が
期

待
で
き
よ
う
。
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
、
こ
う
し
た
比
興
の
手
法
、
婉
曲
的

で
諷
諭
を
こ
め
た
文
辭
を
目
に
す
る
と
は
）」
と
絶
贊
す
る
。「
比
興
體

制
、
微
婉
頓
挫
之
詞
」
と
い
う
語
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
杜
甫
は

元
結
が
『
詩
經
』
の
傳
統
に
從
っ
て
い
る
點
を
高
く
評
價
し
た
の
で

あ
る
。

　

ま
た
、「
風
雅
」
の
傳
統
を
標
榜
し
た
作
品
と
し
て
、「
二
風
詩
」

十
篇
も
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
。「
二
風
詩
」
は
天
寶
六
載

（
七
四
七
）、
仕
官
以
前
の
作
で
あ
り
、
そ
の
題
目
が
示
す
と
お
り
、

『
詩
經
』「
國
風
」
に
倣
い
、
政
治
諷
諭
を
主
た
る
目
的
と
す
る
。

五
篇
の
「
治
風
詩
」
と
五
篇
の
「
亂
風
詩
」
に
分
け
ら
れ
、
古
の
五

人
の
聖
明
な
君
主
（
堯
・
舜
・
禹
・
武
丁
・
周
成
王
）
の
功
業
を
贊
美

し
、
五
人
の
無
道
な
君
主
（
太
康
・
桀
・
紂
・
周
幽
王
・
周
赧
王
）
の

亡
國
を
嘆
き
、
そ
れ
を
借
り
て
時
の
皇
帝
玄
宗
を
諷
刺
し
た
も
の
で

あ
る
。
の
ち
に
元
結
は
「
二
風
詩
」
創
作
の
目
的
を
「
吾
欲
極
帝
王

理
亂
之
道
、
系
古
人
規
諷
之
流
（
私
は
帝
王
の
治
亂
の
道
を
極
め
、
古

人
の
規
諫
諷
諭
の
流
れ
を
繼
ご
う
と
思
う
）」
と
明
言
し
て
い
る
。

　

如
上
の
「
規
範
」
と
さ
れ
る
作
品
を
見
れ
ば
、「
風
雅
」
の
傳
統

を
守
る
一
儒
學
者
と
し
て
の
元
結
像
が
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
。
ま
さ
し
く
陶
文
鵬
・
蔣
寅
な
ど
の
研
究
者
が
「
風
雅
」（「
雅

正
」）
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
重
視
し
た
所
以
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

「
風
雅
」
に
言
及
し
た
こ
の
二
篇
の
序
は
、
果
た
し
て
『
詩
經
』

「
國
風
」
に
復
歸
し
、
諷
諭
の
詩
を
提
唱
す
る
こ
と
を
主
旨
と
す
る

の
だ
ろ
う
か
。
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
二
篇
が
い
ず
れ
も
詩
序
で
あ

り
、
そ
の
後
に
詩
の
本
文
が
存
在
す
る
と
い
う
點
で
あ
る
。
し
た
が

⑬

⑭

⑮

⑯



中
国
文
学
報　

第
九
十
二
册

─ 40 ─

っ
て
、
序
文
に
述
べ
ら
れ
る
文
學
觀
を
精
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、

後
に
續
く
詩
そ
の
も
の
を
檢
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
こ
こ
で
は
先
ず
、『
篋
中
集
』
所
收
の
詩
の
特
徴
を
確
認

し
て
お
こ
う
。

　

『
篋
中
集
』
序
に
よ
れ
ば
、
作
品
を
採
錄
し
た
詩
人
七
名
の
う
ち
、

元
結
は
亡
友
の
沈
千
運
を
代
表
格
に
位
置
づ
け
、
次
の
よ
う
に
論
評

を
加
え
る
。

　

呉
興
沈
千
運
、
獨
挺
於
流
俗
之
中
、
強
攘
於
已
溺
之
後
、
窮

老
不
惑
、
五
十
餘
年
。
凡
所
爲
文
、
皆
與
時
異
。
故
朋
友
後
生
、

稍
見
師
效
、
能
似
類
者
、
有
五
六
人
。

　

呉
興
の
沈
千
運
は
、
た
だ
ひ
と
り
流
俗
の
中
か
ら
抜
き
ん
出

て
、
す
で
に
衰
え
た
文
學
の
氣
風
を
つ
と
め
て
排
し
、
困
窮
し

老
い
て
も
惑
わ
ず
、
五
十
數
年
が
經
っ
た
。
お
よ
そ
彼
が
作
っ

た
詩
は
、
す
べ
て
時
流
と
異
な
る
。
そ
こ
で
友
人
や
後
輩
は
し

だ
い
に
彼
を
手
本
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
似
た
よ
う
な
詩
を
作

れ
る
者
が
五
、
六
人
い
た
。

　

「
凡
所
爲
文
、
皆
與
時
異
」
と
い
う
が
、『
篋
中
集
』
所
収
の
詩

は
、
當
時
の
主
流
と
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
。

　

上
述
の
よ
う
に
、
元
結
の
標
榜
す
る
「
風
雅
」
は
諷
諭
や
教
化
を

旨
と
す
る
儒
家
的
な
詩
教
觀
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

「
風
雅
」
の
道
を
再
興
す
る
た
め
に
は
、
當
然
、
政
治
的
な
主
題
を

詠
う
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
言
え
る
。
あ
る
い
は
「
二
風
詩
」
の
よ
う

に
「
帝
王
の
治
亂
の
道
」
を
直
接
に
指
摘
し
た
り
、
あ
る
い
は
「
舂

陵
行
」「
賊
退
示
官
吏
」
の
よ
う
に
民
閒
の
苦
し
み
を
朝
廷
に
傳
達

し
た
り
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
士
人
の
立
場
で
政
治
的
な
意
見
を
表
明

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、『
篋
中
集
』
所
收
の
詩
を
實
際
に

讀
む
と
、
お
そ
ら
く
趙
徵
明
の
「
回
軍
跛
者
」
だ
け
は
邊
塞
に
出
征

し
た
兵
士
の
苦
し
み
を
表
現
し
、
政
治
に
裨
益
す
る
作
品
で
あ
る
と

言
え
る
が
、
こ
の
一
首
を
例
外
と
し
て
、
他
の
作
品
に
は
「
帝
王
の

治
亂
の
道
」
を
指
摘
す
る
要
素
は
見
あ
た
ら
な
い
し
、
民
閒
の
苦
し

み
に
も
關
係
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
個
人
の
不
遇
の
怨
み
を
表
出
し
た
も

の
に
過
ぎ
な
い
。

　

沈
千
運
の
詩
を
例
に
擧
げ
て
み
よ
う
。「
贈
史
修
文
」
は
「
曩
游

盡
騫
翥
、
與
君
仍
布
衣
。
豈
曰
無
其
才
、
命
理
應
有
時
（
む
か
し
交

⑰
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遊
し
た
人
は
み
な
立
身
出
世
し
た
が
、
私
と
君
だ
け
は
今
で
も
無
官
の
ま
ま
。

決
し
て
才
能
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
、
運
命
と
し
て
き
っ
と
し
か
る
べ
き
時

機
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
）」
と
、
布
衣
の
身
に
あ
る
己
の
運
命
を
嘆

く
。
あ
る
い
は
「
濮
中
言
懷
」
に
は
「
不
如
守
田
園
、
歳
晏
望
豐
熟

（
む
し
ろ
田
園
を
守
り
、
年
の
暮
れ
に
豐
作
を
望
む
ほ
う
が
良
い
）」
と
、

出
仕
の
道
を
断
念
し
、
い
っ
そ
の
こ
と
田
園
に
歸
ろ
う
と
述
べ
る
。

沈
千
運
と
同
樣
、『
篋
中
集
』
の
他
の
詩
人
が
詠
う
主
題
も
ま
た
、

不
遇
や
貧
賤
に
對
す
る
怨
み
や
歸
田
の
志
を
基
調
と
す
る
。
い
ず
れ

も
詩
人
の
個
人
的
な
感
懷
に
過
ぎ
ず
、
時
事
の
諷
諭
や
政
治
の
教
化

に
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
。
嚴
密
な
意
味
に
お
い
て
、「
風
雅
」
の
作

品
に
ふ
さ
わ
し
い
と
は
言
い
が
た
い
の
で
は
な
い
か
。

　

『
篋
中
集
』
所
収
の
詩
が
『
詩
經
』
の
「
風
雅
」
と
合
致
し
な
い

こ
と
は
、
す
で
に
一
部
の
研
究
者
に
も
注
意
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

清
の
章
學
誠
は
、
元
結
の
詩
の
淵
源
に
つ
い
て
「
そ
の
根
本
は
『
楚

辭
』
の
詩
人
た
ち
に
由
來
し
、
激
情
・
怨
恨
・
奇
怪
を
表
し
た
作
品

も
ま
た
「
天
問
」「
招
魂
」
の
影
響
下
に
あ
る
」
と
述
べ
、『
詩
經
』

で
は
な
く
、
む
し
ろ
『
楚
辭
』
に
由
來
す
る
と
い
う
見
解
を
提
出
す

る
。

　

ま
た
王
運
熙
は
、『
篋
中
集
』
の
詩
人
が
「
風
雅
」
を
追
求
し
た

と
い
う
考
え
を
完
全
に
否
定
し
、
沈
千
運
た
ち
に
は
政
治
上
の
關
心

が
な
く
、
個
人
の
生
活
し
か
詠
っ
て
い
な
い
と
論
ず
る
。

こ
の
一
派
の
詩
人
（
元
結
と
『
篋
中
集
』
の
詩
人
た
ち
）
の
詩
作

は
、
思
想
内
容
に
つ
い
て
言
う
と
、
國
家
の
治
亂
と
民
衆
の
苦

し
み
に
關
心
を
持
つ
元
結
の
一
部
分
の
作
品
を
除
け
ば
、
他
の

詩
人
は
ほ
と
ん
ど
個
人
の
清
貧
生
活
や
人
生
の
悲
し
み
と
歓
び
、

別
れ
と
出
會
い
を
詠
っ
た
。
…
…
こ
の
一
派
の
詩
人
は
、
漢
魏

の
古
詩
に
倣
う
こ
と
を
志
向
す
る
が
、
し
か
し
建
安
詩
人
の
よ

う
に
社
會
の
動
亂
と
民
衆
の
苦
難
を
反
映
す
る
こ
と
は
重
視
し

な
い
。
彼
ら
が
重
視
す
る
の
は
蘇
武
・
李
陵
の
よ
う
な
文
人
の

五
言
詩
に
倣
い
、
個
人
的
な
悲
し
み
と
歓
び
、
別
れ
と
出
會
い

を
述
べ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

王
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
篋
中
集
』
の
詩
人
と
は
異
な
り
、

元
結
に
は
確
か
に
一
定
數
の
諷
諭
作
品
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
み
ず

か
ら
の
手
で
『
篋
中
集
』
を
編
纂
し
た
か
ら
に
は
、
そ
こ
に
收
録
さ
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れ
た
個
人
的
感
懷
を
詠
う
作
品
を
否
定
的
に
捉
え
て
い
た
は
ず
は
な

い
。

　

こ
の
點
に
關
し
て
、
加
藤
敏
は
以
下
の
よ
う
に
論
ず
る
。

『
篋
中
集
』
に
採
ら
れ
た
の
も
、
時
弊
を
救
う
立
場
に
な
い
下

層
の
士
人
た
ち
の
、
歡
怨
の
聲
を
盡
く
し
た
作
品
で
あ
る
。

…
…
『
篋
中
集
』
の
編
纂
に
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
親
故
か
ら

や
が
て
は
爲
政
者
に
届
け
ら
れ
嘉
納
さ
れ
て
、
あ
る
い
は
篋
中

に
お
さ
め
て
愛
惜
さ
れ
、
そ
し
て
不
遇
な
詩
友
達
の
心
が
君
主

に
理
解
さ
れ
、
い
わ
ば
彼
ら
が
君
主
と
の
邂
逅
を
は
た
し
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
も
こ
め
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。「
系
樂

府
」
と
の
相
違
は
、
自
ら
の
詩
歌
が
採
詩
の
官
に
採
取
さ
れ
る

の
を
願
う
の
で
は
な
く
、
今
や
官
に
あ
る
元
結
が
歌
謡
を
採
取

し
編
集
す
る
採
詩
の
官
の
ご
と
き
位
置
に
立
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

　

加
藤
氏
の
考
え
を
敷
衍
す
れ
ば
、「
時
弊
を
救
う
立
場
に
な
い
」

沈
千
運
た
ち
の
作
品
は
必
ず
し
も
「
風
雅
」
を
表
現
し
た
も
の
で
は

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
採
詩
の
官
の
ご
と
き
位
置
に
立

っ
て
い
る
」
元
結
に
よ
る
編
纂
そ
れ
自
體
が
「
風
雅
」
に
通
ず
る
營

爲
で
あ
っ
た
と
は
言
え
よ
う
。

　

元
結
は
沈
千
運
た
ち
の
詩
を
「
皆
與
時
異
」
と
評
し
た
が
、
果
た

し
て
ど
こ
が
時
流
と
「
異
な
る
」
の
か
。
按
ず
る
に
、
内
容
面
の
諷

諭
性
の
有
無
よ
り
も
、
む
し
ろ
彼
ら
の
詩
の
風
格
ま
た
は
形
式
上
の

差
異
な
の
で
は
な
い
か
。
具
體
的
に
言
え
ば
、『
四
庫
提
要
』
の
概

括
し
た
「
皆
淳
古
淡
泊
、
絶
去
雕
飾
（
い
ず
れ
も
淳
古
淡
泊
の
作
品
で

あ
り
、
完
全
に
雕
琢
修
飾
を
取
り
去
っ
た
）」
と
い
う
『
篋
中
集
』
の
特

徴
に
こ
そ
そ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
前
述
の
と
お
り
、「
劉
侍
御
月
夜
讌
會
詩
序
」
に
は
「
諸

公
嘗
欲
變
時
俗
之
淫
靡
、
爲
後
生
之
規
範
」
と
あ
っ
た
。
從
來
の
研

究
で
は
、
こ
の
序
文
の
み
が
頻
繁
に
引
用
さ
れ
て
き
た
の
に
對
し
、

後
續
の
詩
は
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、「
後
輩
の
規
範

と
し
た
い
」
と
述
べ
る
以
上
、
詩
の
實
作
そ
の
も
の
に
も
多
か
れ
少

な
か
れ
元
結
の
「
規
範
」
意
識
が
含
ま
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
下
に
詩
の
全
文
を
示
す
。
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我
從
蒼
梧
來
、
將
耕
舊
山
田
。

踟
躕
爲
故
人
、
且
復
停
歸
船
。

日
夕
得
相
從
、
轉
覺
和
樂
全
。

愚
愛
涼
風
來
、
明
月
正
滿
天
。

河
漢
望
不
見
、
幾
星
猶
粲
然
。

中
夜
興
欲
酣
、
改
坐
臨
清
川
。

未
醉
恐
天
旦
、
更
歌
促
繁
弦
。

歡
娯
不
可
逢
、
請
君
莫
言
旋
。

私
は
蒼
梧
（
道
州
）
か
ら
や
っ
て
來
て
、
こ
れ
か
ら
故
郷
の
畑

を
耕
し
に
行
く
と
こ
ろ
。

こ
の
地
に
留
ま
っ
た
の
は
舊
友
と
の
交
誼
の
た
め
、
し
ば
ら
く

歸
り
の
船
を
停
泊
さ
せ
た
。

夕
暮
れ
ど
き
に
連
れ
だ
っ
て
遊
ぶ
と
、
な
ご
や
か
な
樂
し
さ
を

い
よ
い
よ
感
じ
る
。

我
が
お
気
に
入
り
は
心
地
よ
く
吹
き
寄
せ
る
涼
風
、
夜
空
い
っ

ぱ
い
を
照
ら
す
明
月
。

天
の
川
は
は
っ
き
り
と
見
え
な
い
が
、
ま
ば
ら
な
星
々
が
な
お

燦
め
く
。

真
夜
中
に
興
が
わ
き
起
こ
り
、
宴
席
の
場
を
移
し
て
、
清
ら
か

な
川
の
ほ
と
り
に
座
る
。

ま
だ
醉
っ
て
い
な
い
の
に
夜
が
明
け
る
の
を
恐
れ
、
さ
ら
に
歌

い
続
け
て
、
弦
樂
を
催
促
す
る
。

歡
び
の
時
に
は
な
か
な
か
逢
え
ぬ
も
の
、
お
願
い
だ
か
ら
君
、

歸
る
な
ん
て
言
わ
な
い
で
く
れ
。

　

詩
の
冒
頭
、
先
ず
創
作
の
い
き
さ
つ
を
述
べ
る
。
元
結
は
道
州
刺

史
の
任
期
を
終
え
て
故
郷
へ
歸
る
途
中
、
昔
な
じ
み
と
出
會
っ
て
月

見
の
宴
を
開
い
た
。
中
段
に
は
、
夕
方
か
ら
夜
更
け
へ
と
時
閒
の
經

過
に
從
っ
て
そ
の
場
の
清
浄
な
雰
圍
氣
が
描
か
れ
、
最
後
は
、
宴
會

に
集
っ
た
友
人
に
對
し
て
歡
樂
を
盡
く
す
こ
と
を
勸
め
る
。

　

こ
の
詩
を
一
讀
す
れ
ば
、
特
に
諷
諭
の
要
素
は
含
ま
れ
ず
、
政
治

教
化
に
も
何
ら
關
係
な
い
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。
内
容
は
た
だ
酒

席
の
歡
樂
を
述
べ
る
だ
け
で
、
通
常
の
宴
會
の
詩
と
比
べ
て
も
、
格

別
の
と
こ
ろ
は
ま
っ
た
く
な
い
。『
詩
經
』
の
「
風
雅
」
と
い
う
觀

點
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
詩
は
お
そ
ら
く
「
規
範
」
と
な
り
う
る
價
値

も
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
元
結
の
い
う
「
規
範
」
と
は
、
や
は

㉕
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り
内
容
面
で
は
な
く
、
主
に
形
式
面
を
意
識
し
た
可
能
性
が
あ
る
だ

ろ
う
。
こ
の
詩
は
全
十
六
句
か
ら
な
る
五
言
古
詩
で
あ
り
、
聲
律
・

對
偶
・
典
故
を
用
い
ず
、
語
彙
も
至
っ
て
平
易
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
シ
ン
プ
ル
な
形
式
こ
そ
が
「
劉
侍
御
月
夜
讌
會
詩
序
」
に
提
起
さ

れ
た
「
規
範
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

三　

も
う
一
つ
の
視
點
─
─
「
詩
」
と
「
樂
」
の
關
係

　

再
び
『
篋
中
集
』
序
と
「
劉
侍
御
月
夜
讌
會
詩
序
」
に
も
ど
ろ
う
。

先
行
研
究
に
す
で
に
指
摘
さ
れ
た
「
風
雅
」（「
雅
正
」）
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
と
は
別
に
、
も
う
一
つ
の
視
點
、
す
な
わ
ち
詩
歌
と
音
樂
と

の
關
係
か
ら
、
改
め
て
檢
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
二

篇
の
序
文
に
は
い
ず
れ
も
「
歌
兒
舞
女
」
と
い
う
語
が
現
れ
、
妓
館

な
ど
で
詩
を
音
樂
に
合
わ
せ
て
歌
う
こ
と
を
批
判
の
對
象
と
す
る
。

つ
ま
り
、
元
結
が
問
題
に
し
た
の
は
、
歌
童
舞
妓
が
歌
い
舞
う
た
め

の
詩
、
あ
る
い
は
彼
女
ら
が
好
む
よ
う
な
類
の
詩
で
あ
る
。

　

同
樣
の
批
判
は
、
元
結
の
早
期
の
作
品
に
も
見
ら
れ
る
。
天
寶
六

載
（
七
四
七
）、
商
餘
山
に
隠
棲
し
た
元
結
は
、「
自
述
」
の
「
述

時
」
篇
に
お
い
て
、
當
時
の
詩
風
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

至
於
歌
頌
謳
吟
、
婦
人
童
子
、
皆
抒
性
情
、
美
辭
韻
、
指
詠

時
物
、
與
絲
竹
諧
會
、
綺
羅
當
稱
。
況
世
貴
之
士
、
博
學
君
子
、

其
文
學
聲
望
、
安
得
不
顯
聞
於
當
時
也
哉
。

　

詩
の
謳
歌
吟
詠
に
つ
い
て
は
、
婦
人
や
童
子
す
ら
、
み
な
そ

の
思
い
や
感
情
を
表
し
、
詞
藻
と
韻
律
を
美
し
く
し
、
時
節
や

景
物
を
詠
い
、
音
樂
と
調
和
さ
せ
、
綺
羅
の
よ
う
に
す
ば
ら
し

い
。
ま
し
て
貴
顕
の
家
柄
の
士
、
博
學
の
君
子
な
ら
ば
、
そ
の

文
學
の
聲
望
は
、
当
代
に
広
く
知
ら
れ
な
い
は
ず
が
な
い
だ
ろ

う
。

　

こ
こ
で
言
う
「
婦
人
童
子
」
は
先
の
「
歌
兒
舞
女
」
に
當
た
る
。

元
結
は
後
の
箇
所
で
こ
う
し
た
華
美
な
風
氣
を
「
亦
由
金
可
鎔
、
不

可
使
爲
汙
腐
、
水
可
濁
、
不
可
使
爲
塵
糞
然
已
（
こ
れ
は
ま
る
で
金
が

熔
け
て
も
よ
い
が
、
汚
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
水
は
濁
っ
て
も
よ
い
が
、
塵
や

糞
に
汚
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
と
同
樣
だ
）」
と
、「
汙
腐
」
や
「
塵

糞
」
に
喩
え
て
否
定
す
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
當
時
の
詩
の
形
式
主

義
の
み
な
ら
ず
、
音
樂
と
の
調
和
（「
與
絲
竹
諧
會
」）
に
も
批
判
の

矛
先
が
向
け
ら
れ
る
點
で
あ
る
。
で
は
、
元
結
は
い
っ
た
い
ど
の
よ

㉖

㉗



─ 45 ─

元
結
の
近
體
詩
批
判
と
「
全
聲
」
の
思
想
（
金
）

う
な
「
詩
」
と
「
樂
」
の
關
係
を
追
求
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
ま
た
彼

が
提
起
し
た
詩
の
「
規
範
」
は
ど
の
よ
う
に
導
き
出
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。

　

「
詩
」
と
「
樂
」
の
關
係
に
對
す
る
元
結
の
認
識
は
、『
詩
經
』

の
傳
統
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
毛
詩
序
」
を
は
じ
め
と
す
る
儒

家
の
傳
統
的
文
學
觀
に
よ
れ
ば
、
音
樂
は
詩
歌
の
延
長
で
あ
り
、
両

者
と
も
に
教
化
の
機
能
を
備
え
る
べ
き
だ
と
さ
れ
る
。「
述
時
」
篇

と
同
時
期
の
作
で
あ
る
「
系
樂
府
十
二
首
」
序
に
も
、「
毛
詩
序
」

と
類
似
し
た
觀
點
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。

　

古
人
歌
詠
不
盡
其
情
聲
者
、
化
金
石
以
盡
之
、
其
歡
怨
甚
耶

戲
。
盡
歡
怨
之
聲
者
、
可
以
上
感
於
上
、
下
化
於
下
。
故
元
子

系
之
。

　

古
の
人
は
歌
唱
吟
詠
し
て
そ
の
情
や
聲
を
表
現
し
盡
く
せ
な

い
場
合
、
金
石
の
音
で
も
っ
て
、
こ
れ
を
盡
く
し
た
。
そ
の
歡

怨
の
な
ん
と
甚
だ
し
い
こ
と
か
。
歡
怨
の
聲
を
盡
く
せ
ば
、
上

は
朝
廷
を
感
動
さ
せ
、
下
は
民
衆
を
教
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ゆ
え
に
元
子
た
る
私
は
こ
れ
（
樂
府
）
を
繼
ぐ
の
だ
。

　

こ
こ
で
は
、
音
樂
は
詩
歌
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
り
、
諷
諭
と
教

化
の
目
的
に
資
す
る
も
の
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ
る
。
元
結
は
さ
ら

に
詩
樂
の
結
合
を
作
品
の
中
で
も
實
踐
し
、「
系
樂
府
十
二
首
」
と

時
を
同
じ
く
し
て
、「
補
樂
歌
十
首
」
も
作
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、

当
時
主
流
の
詩
に
對
す
る
不
滿
だ
け
で
な
く
、
音
樂
に
對
す
る
認
識

を
窺
う
こ
と
も
で
き
る
。

　

例
え
ば
「
補
樂
歌
」
序
に
「
嗚
呼
、
樂
聲
自
太
古
始
、
百
世
之
後

盡
無
古
音
。
嗚
呼
、
樂
歌
自
太
古
始
、
百
世
之
後
遂
無
古
辭
（
あ
あ
、

樂
聲
は
太
古
よ
り
始
ま
り
、
百
世
の
後
、
こ
と
ご
と
く
古
音
が
無
く
な
っ
た
。

あ
あ
、
樂
歌
は
太
古
よ
り
始
ま
り
、
百
世
の
後
、
か
く
て
古
辭
が
無
く
な
っ

た
）」
と
述
べ
、
今
の
音
樂
に
不
滿
を
感
じ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
太

古
の
音
樂
に
遡
り
、
そ
の
亡
失
を
補
う
べ
く
、「
補
樂
歌
」
を
作
っ

た
と
説
明
す
る
。
補
亡
し
た
十
首
の
「
樂
歌
」
は
伏
羲
か
ら
商
湯
ま

で
、
古
代
の
十
人
の
天
子
の
功
績
を
詠
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
對

し
て
以
下
の
よ
う
な
評
價
を
下
す
。

　

誠
不
足
全
化
金
石
、
反
正
宮
羽
、
而
或
存
之
、
猶
乙
乙
冥
冥
、

有
純
古
之
聲
。
豈
幾
乎
司
樂
君
子
道
和
焉
爾
。

㉘
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ま
こ
と
に
（
古
の
天
子
の
功
績
を
）
完
全
に
金
石
の
音
で
表
現

し
盡
く
し
、
宮
羽
の
音
階
を
正
し
い
状
態
に
も
ど
す
の
に
十
分

で
は
な
い
が
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
作
品
を
存
す
れ
ば
、
な
お

奥
深
い
趣
が
あ
り
、
純
古
の
音
が
備
わ
る
。
ど
う
し
て
司
樂
の

君
子
（
樂
官
）
が
調
和
を
表
し
た
音
樂
に
近
い
こ
と
が
あ
ろ
う

か
。

　

元
結
は
今
の
音
樂
を
古
の
正
し
い
音
樂
に
も
ど
す
こ
と
を
主
張
し
、

自
分
の
「
補
樂
歌
」
が
そ
の
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
る
と
は
言
え
な

い
が
、「
純
古
」
の
音
を
多
少
は
備
え
て
い
る
と
い
う
。
最
後
の
一

句
「
豈
幾
乎
司
樂
君
子
道
和
焉
爾
」
に
つ
い
て
は
、
推
量
も
し
く
は

願
望
の
句
と
解
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
は
敢
え
て
反
語
の

意
で
訳
出
し
て
み
た
。「
道
和
」
は
『
莊
子
』
天
下
篇
の
「
樂
以
道

和
（『
樂
』
は
調
和
を
表
す
）」
に
出
る
語
。
と
す
れ
ば
、「
司
樂
君

子
」
の
音
樂
は
『
樂
經
』
の
傳
統
を
受
け
繼
ぐ
儒
家
的
な
も
の
で
あ

り
、
元
結
が
主
張
す
る
太
古
の
音
樂
と
は
異
な
る
と
捉
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
（「
司
樂
君
子
」
の
音
樂
は
後
出
の
「
司
樂
氏
」
の
音
樂
に
同
じ

と
考
え
ら
れ
る
）。

　

最
後
の
一
句
の
解
釋
は
ひ
と
ま
ず
措
く
と
し
て
、
現
代
の
音
樂
と

太
古
の
音
樂
と
の
差
異
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
そ
の
點
に
つ
い
て
檢

討
し
て
み
よ
う
。
元
結
は
「
系
樂
府
十
二
首
」
其
二
「
頌
東
夷
」
に

お
い
て
以
下
の
よ
う
に
詠
う
。

嘗
聞
古
天
子
、
朝
會
張
新
樂
。

金
石
無
全
聲
、
宮
商
亂
清
濁
。

來
驚
且
悲
歎
、
節
變
何
煩
數
。

始
知
中
國
人
、
耽
此
亡
純
樸
。

爾
爲
外
方
客
、
何
爲
獨
能
覺
。

其
音
若
或
在
、
蹈
海
吾
將
學
。

か
つ
て
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
、
古
の
天
子
は
朝
會
で
新
し
い
音

樂
を
演
奏
さ
せ
た
と
か
。

金
石
の
樂
器
に
は
「
全
聲
」
が
無
く
、
宮
商
な
ど
の
調
べ
は
清

濁
が
亂
れ
て
し
ま
う
。

（
東
夷
の
人
が
）
や
っ
て
來
て
驚
き
ま
た
悲
嘆
し
た
、
リ
ズ
ム

の
變
化
が
な
ん
と
煩
雜
な
こ
と
か
。

よ
う
や
く
わ
か
っ
た
、
中
國
の
人
は
こ
の
音
樂
に
溺
れ
、
純
樸

㉝
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さ
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
。

お
前
は
域
外
の
者
な
の
に
、
な
ぜ
ひ
と
り
だ
け
氣
づ
く
こ
と
が

で
き
た
の
か
。

そ
の
純
樸
の
音
が
も
し
存
在
す
る
の
な
ら
、
海
を
渡
っ
て
私
は

學
び
に
行
き
た
い
と
思
う
。

　

「
東
夷
」
は
中
國
か
ら
見
て
東
方
の
異
民
族
。「
蹈
海
」
と
あ
る

か
ら
、
東
海
の
先
に
あ
る
日
本
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
詩

で
は
、
東
夷
に
太
古
の
「
純
樸
」
な
音
樂
が
保
存
さ
れ
て
い
る
の
に

對
し
、
中
國
に
傳
わ
る
新
し
い
音
樂
は
宮
商
清
濁
が
亂
れ
、
リ
ズ
ム

が
煩
雜
過
ぎ
る
と
嘆
く
。
冒
頭
、
古
代
の
天
子
が
「
新
樂
」
を
奏
で

さ
せ
た
こ
と
か
ら
詠
い
起
こ
す
が
、
あ
る
い
は
音
律
に
精
通
し
、
教

坊
で
新
曲
を
制
作
さ
せ
る
こ
と
に
熱
心
で
あ
っ
た
唐
の
玄
宗
に
な
ぞ

ら
え
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
元
結
の
眞
の
意
圖
は

「
今
の
天
子
」
の
煩
雜
な
音
樂
を
諷
刺
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

形
式
上
の
煩
雜
さ
へ
の
批
判
は
、
前
出
「
劉
侍
御
月
夜
讌
會
詩

序
」
に
い
う
「
時
之
作
者
、
煩
雜
過
多
」
の
記
述
と
軌
を
一
に
す
る

が
、
こ
こ
で
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
、「
金
石
無
全
聲
、
宮
商
亂
清

濁
」
と
明
言
し
て
い
る
點
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
今
の
音
樂
の
煩
雜
さ

は
、「
金
石
」
の
「
全
聲
」
を
破
壞
し
、「
宮
商
」
の
「
清
濁
」
を
混

亂
さ
せ
た
結
果
で
あ
り
、
中
國
の
人
々
は
こ
の
よ
う
な
音
樂
に
耽
溺

し
、
本
來
の
純
樸
さ
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　

そ
も
そ
も
「
全
聲
」
と
は
何
の
謂
か
。「
全
聲
」
ま
た
は
「
全
」

の
概
念
か
ら
、
元
結
の
思
想
を
貫
く
主
張
を
讀
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
。
以
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
次
節
で
詳
細
に
考
察
し
た
い
。

四　
「
全
聲
」
の
「
全
」
と
そ
の
思
想
の
淵
源

（
一
）
元
結
の
「
全
聲
」
と
儒
家
音
樂
論
と
の
相
違

　

「
全
聲
」
の
語
は
、
天
寶
期
の
「
訂
司
樂
氏
」
と
い
う
文
章
に
も

見
え
る
。「
司
樂
氏
」
は
「
補
樂
歌
」
序
の
「
司
樂
君
子
」
と
同
じ

く
、
樂
官
を
指
す
。
前
節
で
論
じ
た
よ
う
に
、
先
に
は
自
分
の
作
品

が
「
司
樂
君
子
」
の
音
樂
と
は
異
な
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
こ
で

は
さ
ら
に
「
司
樂
氏
」
の
樂
論
を
訂
正
し
よ
う
と
す
る
。

　

元
結
の
分
身
と
も
言
う
べ
き
語
り
手
＝
元
子
は
、
南
の
山
の
崖
か

ら
前
庭
ま
で
泉
を
引
い
て
瀧
を
作
り
、
そ
の
流
れ
を
水
の
音
樂
と
見

な
し
て
「
水
樂
説
」
を
著
し
た
。
あ
る
人
か
ら
そ
の
説
を
聞
い
た
司

㊲
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樂
氏
は
、「
五
聲
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
水
音
の
響
き
合
い
（
能
和
分
五
音
、

韻
諧
水
聲
）」
を
期
待
し
て
み
ず
か
ら
見
學
に
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ

が
單
な
る
瀧
の
音
で
あ
っ
た
こ
と
に
納
得
せ
ず
、「
韻
聵
多
矣
、
焉

有
聽
而
云
樂
乎
（
耳
が
か
な
り
不
自
由
で
、
ど
う
し
て
音
樂
を
聽
き
分
け

る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
）」
と
元
子
を
痛
罵
す
る
。
元
子
は
そ
の
場
で

は
司
樂
氏
に
詫
び
た
が
、
の
ち
に
族
弟
の
元
季
川
に
そ
の
理
由
を
明

か
し
た
。

　

汝
豈
不
知
彼
爲
司
樂
氏
之
官
、
老
矣
。
八
音
教
其
心
、
五
聲

傳
其
耳
、
不
得
異
聞
、
則
以
爲
錯
亂
紛
惑
、
甚
不
可
聽
。
況
懸

水
淙
石
、
宮
商
不
能
合
、
律
呂
不
能
主
、
變
之
不
可
、
會
之
無

由
、
此
全
聲
也
。
司
樂
氏
非
全
士
、
安
得
不
甚
謝
之
。
嗟
乎
、

司
樂
氏
欲
以
金
石
之
順
合
、
絲
竹
之
流
妙
、
宮
商
角
羽
、
豐
然

迭
生
、
以
化
全
士
之
耳
。
…
…
嗚
呼
、
天
下
誰
爲
全
士
、
能
愛

夫
全
聲
也
。

　

あ
な
た
は
、
あ
の
方
が
司
樂
氏
の
官
と
し
て
老
い
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
分
か
ら
な
い
の
か
。
そ
の
心
は
八
音
で
教
え
ら
れ
、

そ
の
耳
は
五
聲
で
傳
え
ら
れ
、
異
な
る
音
聲
を
受
け
入
れ
ら
れ

ず
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
と
亂
雜
で
、
聽
く
に
値
し
な
い
も
の
と
思

い
こ
ん
で
い
る
。
ま
し
て
や
瀧
が
石
に
そ
そ
ぐ
音
は
、
宮
商
に

合
わ
ず
、
律
呂
に
支
配
さ
れ
ず
、
リ
ズ
ム
を
變
え
ら
れ
な
い
し
、

他
の
音
聲
と
合
わ
せ
る
す
べ
も
な
い
。
こ
れ
こ
そ
「
全
聲
」
な

の
だ
。
し
か
し
、
司
樂
氏
は
「
全
士
」
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、

彼
に
き
ち
ん
と
詫
び
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
あ
あ
、
司
樂

氏
は
金
石
絲
竹
さ
ま
ざ
ま
な
樂
器
の
音
を
調
え
、
宮
商
角
羽
と

い
っ
た
五
聲
の
變
化
を
豐
か
に
す
る
こ
と
で
、「
全
士
」
の
耳

を
教
化
し
て
し
ま
う
の
だ
。
…
…
あ
あ
、
世
の
中
に
は
誰
が

「
全
士
」
と
し
て
、
か
の
「
全
聲
」
を
愛
好
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
。

　

元
結
の
「
全
聲
」
概
念
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
も
す
で
に
い

く
つ
か
の
解
釋
が
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
孫
望
は
「
元
結
が
好

ん
だ
「
全
聲
」
と
は
、
す
な
わ
ち
天
然
の
響
き
を
好
む
こ
と
で
あ
る
。

「
瀧
が
石
に
そ
そ
ぐ
音
」
を
聞
く
と
、「
聽
き
心
地
が
よ
い
」
と
感

じ
る
。
型
通
り
に
「
宮
商
」「
律
呂
」
に
從
っ
て
作
ら
れ
た
音
樂
を

聞
く
と
、
う
ん
ざ
り
す
る
。
音
樂
に
對
す
る
こ
う
し
た
要
求
は
、
實
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際
に
は
、
彼
の
格
律
聲
病
の
束
縛
を
脱
却
す
る
と
い
う
詩
歌
創
作
上

の
主
張
に
、
ま
た
巧
緻
な
對
句
の
弊
を
取
り
除
き
自
由
な
ス
タ
イ
ル

に
歸
す
る
と
い
う
散
文
創
作
上
の
觀
點
に
、
完
全
に
一
致
す
る
」
と

述
べ
、
天
然
の
音
樂
に
對
す
る
愛
好
が
「
全
聲
」
の
根
本
に
あ
り
、

そ
れ
が
元
結
の
詩
文
創
作
に
も
現
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
楊
承

祖
は
「
こ
の
よ
う
な
「
全
聲
」
の
「
樂
論
」
と
は
、
彼
の
「
文
學
淳

古
論
」
の
變
形
と
み
な
す
べ
き
だ
。
詩
文
に
お
け
る
淡
泊
古
拙
の
風

格
を
精
査
す
れ
ば
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
述
べ
、

「
全
聲
」
に
對
應
す
る
「
淡
泊
古
拙
」
の
風
格
に
注
意
を
促
す
。

　

以
上
の
解
釋
は
、
い
ず
れ
も
元
結
の
音
樂
論
と
文
學
論
の
相
互
關

係
に
注
目
し
、
あ
る
種
の
人
為
的
な
規
範
か
ら
離
れ
て
「
天
然
」

「
淡
泊
古
拙
」
を
追
求
す
る
こ
と
を
「
全
聲
」
の
特
性
と
見
な
す
。

金
代
の
元
好
問
が
つ
と
に
元
結
の
詩
を
論
じ
て
「
浪
翁
（
元
結
の

號
）
の
水
樂　

宮
徴
無
し
」
と
い
う
の
も
、
五
聲
の
變
化
の
な
い
素

樸
さ
を
指
摘
し
た
點
に
お
い
て
、
同
樣
の
認
識
を
示
す
と
言
え
よ
う

か
。

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
特
性
を
な
ぜ
「
全
」
と
稱
す
る
の
か
、「
全

士
」
と
は
何
か
、「
全
」
を
追
求
す
る
深
層
の
動
機
は
何
か
、
と
い

う
問
題
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
十
分
に
掘
り
下
げ
て
議
論
さ
れ
て
い

な
い
。

　

實
の
と
こ
ろ
、「
八
音
」「
五
聲
」
に
基
づ
く
司
樂
氏
の
音
樂
は
、

ご
く
一
般
的
な
音
樂
に
過
ぎ
ず
、
取
り
立
て
て
否
定
さ
れ
る
べ
き
も

の
、
輕
薄
淫
靡
の
も
の
と
は
言
え
な
い
。「
八
音
」
は
金
・
石
・

土
・
革
・
絲
・
木
・
匏
・
竹
と
い
う
八
種
の
樂
器
、「
五
聲
」
は

宮
・
商
・
角
・
徵
・
羽
と
い
う
五
種
の
音
階
、
い
ず
れ
も
音
樂
を
形

づ
く
る
基
本
要
素
で
あ
る
。
司
樂
氏
の
主
張
を
ま
と
め
れ
ば
、
各
種

樂
器
の
音
を
調
和
さ
せ
（「
金
石
之
順
合
、
絲
竹
之
流
妙
」）、
音
階
の
變

化
を
豐
か
に
す
る
こ
と
（「
宮
商
角
羽
、
豐
然
迭
生
」）
で
あ
り
、
音
樂

の
美
に
と
っ
て
必
要
不
可
缺
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
司
樂
氏
の

主
張
は
輕
薄
淫
靡
の
音
樂
に
相
當
す
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
儒
家
の

傳
統
的
な
音
樂
論
に
從
う
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。

　

『
禮
記
』
樂
記
の
冒
頭
に
云
う
、「
聲
相
應
、
故
生
變
、
變
成
方
、

謂
之
音
、
比
音
而
樂
之
、
及
干
戚
羽
旄
、
謂
之
樂
（
さ
ま
ざ
ま
な
聲

が
互
い
に
對
應
し
、
そ
こ
で
變
化
が
生
ず
る
。
變
化
に
方
（
文か
ざ
り章
）
が
で
き

れ
ば
、
こ
れ
を
音
と
呼
ぶ
。
音
を
排
列
し
て
演
奏
し
た
り
、
干
戚
（
た
て
、

ま
さ
か
り
）
や
羽
旄
（
鳥
の
羽
、
牛
の
毛
）
を
手
に
持
っ
て
舞
い
踊
れ
ば
、

㊵
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こ
れ
を
樂
と
呼
ぶ
）」。
こ
の
記
述
は
、
人
閒
の
心
を
も
と
に
し
て

「
聲
」
→
「
音
」
→
「
樂
」
と
い
う
段
階
を
經
て
音
樂
が
生
成
し
て

ゆ
く
プ
ロ
セ
ス
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
單
な
る
音
聲
か
ら
音
樂

が
生
ま
れ
る
に
は
、
必
ず
あ
る
程
度
の
「
變
」
を
伴
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

こ
こ
で
言
う
「
變
」
と
は
、
五
聲
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
生
ず

る
變
化
の
こ
と
。
鄭
玄
注
に
よ
れ
ば
、「
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
雑

比
曰
音
、
単
出
曰
聲
（
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
の
音
階
が
雑
わ
り
並
ぶ
も

の
を
音
と
い
い
、
単
独
で
発
せ
ら
れ
る
も
の
を
聲
と
い
う
）」、「
樂
之
器
、

彈
其
宮
則
衆
宮
應
、
然
不
足
樂
、
是
以
變
之
、
使
雜
也
（
樂
器
で
は
、

宮
聲
を
出
せ
ば
、
多
く
の
宮
聲
が
一
齊
に
應
じ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
音
樂

に
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
れ
を
變
化
さ
せ
、
五
聲
を
雜
え
さ
せ
る
の
だ
）」。

さ
ら
に
孔
穎
達
正
義
は
「
變
、
謂
不
恒
一
聲
、
變
動
清
濁
也
（
變
は
、

一
つ
の
聲
を
常
と
せ
ず
、
清
濁
を
變
動
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
）」
と
説
明
す

る
。
要
す
る
に
、
前
出
の
司
樂
氏
が
受
け
た
「
八
音
教
其
心
、
五
聲

傳
其
耳
」
と
い
う
音
樂
教
育
は
、
ま
さ
し
く
『
禮
記
』
樂
記
の
傳
統

に
忠
實
な
も
の
と
言
え
る
。

　

一
方
、「
宮
商
不
能
合
、
律
呂
不
能
主
、
變
之
不
可
、
會
之
無
由
、

此
全
聲
也
」
と
い
う
元
結
の
説
を
『
禮
記
』
樂
記
の
主
張
と
比
べ
れ

ば
、
完
全
に
齟
齬
を
き
た
し
て
し
ま
う
。
瀧
の
水
音
に
は
變
化
が
な

く
、
音
の
種
類
や
リ
ズ
ム
も
乏
し
い
。
も
し
「
全
聲
」
を
文
字
ど
お

り
に
「
完
全
な
る
音
聲
」
だ
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
單

調
極
ま
る
音
は
儒
家
の
音
樂
論
で
は
、
決
し
て
「
全
聲
」
と
は
言
え

な
い
。
元
結
の
提
起
し
た
「
全
聲
」
概
念
が
儒
家
思
想
に
由
來
す
る

も
の
で
な
い
こ
と
は
、
お
の
ず
と
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

（
二
）「
全
」
の
概
念
と
『
莊
子
』
か
ら
の
影
響

　

「
訂
司
樂
氏
」
に
お
け
る
元
子
の
主
張
は
、
儒
家
よ
り
も
道
家
の

立
場
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
司
樂
氏
は
元
子
を
「
韻

聵
多
矣
」
と
罵
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
は
『
老
子
』
第
十
二
章
の
「
五

音
令
人
耳
聾
（
五
聲
で
奏
で
ら
れ
た
美
し
い
音
樂
は
、
人
の
耳
を
聞
こ
え

な
く
さ
せ
る
）」
を
轉
用
し
、「
八
音
」「
五
聲
」
に
耽
る
司
樂
氏
こ
そ

が
「
聾
」
で
あ
る
と
暗
に
諷
刺
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
元
結
の
提
起
し
た
「
全
」
の
概
念
は
、『
莊

子
』
天
地
篇
に
い
う
以
下
の
記
述
を
ふ
ま
え
る
だ
ろ
う
。
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執
道
者
德
全
、
德
全
者
形
全
、
形
全
者
神
全
、
神
全
者
、
聖

人
之
道
也

　

道
を
し
っ
か
り
と
把
握
す
る
と
、
德
性
が
完
全
に
備
わ
る
。

德
性
が
完
全
に
備
わ
る
と
、
身
體
が
完
全
に
備
わ
る
。
身
體
が

完
全
に
備
わ
る
と
、
精
神
が
完
全
に
備
わ
る
。
精
神
が
完
全
に

備
わ
れ
ば
、
そ
れ
は
聖
人
の
道
な
の
だ
。

　

聖
人
の
道
を
「
全
」
と
す
る
こ
の
觀
點
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
「
機

心
」
の
故
事
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
子
貢
（
孔
子
の
弟
子
）
は
、

野
菜
畑
で
野
良
仕
事
を
す
る
老
人
と
出
會
っ
た
。
そ
の
老
人
は
井
戸

の
中
に
入
り
、
水
を
汲
ん
だ
甕
を
抱
え
て
出
て
き
て
は
、
畑
に
注
い

で
い
た
。
そ
の
効
率
の
悪
さ
を
見
か
ね
た
子
貢
は
灌
水
に
便
利
な
仕

掛
け
道
具
（
跳
ね
つ
る
べ
）
を
老
人
に
紹
介
す
る
が
、
逆
に
笑
わ
れ

て
し
ま
う
。
以
下
は
老
人
の
言
。

　

吾
聞
之
吾
師
、
有
機
械
者
必
有
機
事
、
有
機
事
者
必
有
機
心
。

機
心
存
於
胸
中
、
則
純
白
不
備
、
純
白
不
備
、
則
神
生
不
定
、

神
生
不
定
者
、
道
之
所
不
載
也
。

　

私
の
師
匠
か
ら
聞
い
た
話
だ
が
、
仕
掛
け
が
あ
れ
ば
、
必
ず

仕
掛
け
に
た
く
ら
む
事
が
あ
り
、
仕
掛
け
に
た
く
ら
む
事
が
あ

る
と
、
必
ず
仕
掛
け
に
と
ら
わ
れ
る
心
が
起
き
る
。
仕
掛
け
に

と
ら
わ
れ
る
心
が
胸
中
に
あ
る
と
、
純
粹
無
垢
な
心
が
保
て
な

い
。
純
粹
無
垢
な
心
が
保
て
な
い
と
、
精
神
が
定
ま
ら
な
い
。

精
神
が
定
ま
ら
な
い
と
、
道
か
ら
見
放
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
。

　

子
貢
は
こ
れ
を
聞
い
て
恥
じ
入
り
、
孔
子
の
教
え
に
疑
い
が
生
じ
、

前
述
し
た
「
全
」
に
關
す
る
聖
人
の
道
を
悟
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、

巧
み
な
仕
掛
け
（「
機
械
」）、
功
利
的
な
心
（「
機
心
」）
を
遠
ざ
け
、

純
粹
無
垢
な
心
を
保
ち
、
精
神
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
。
こ
れ
こ
そ
が

『
莊
子
』
に
い
う
「
德
全
」「
形
全
」「
神
全
」
で
あ
る
。

　

本
節
冒
頭
の
「
訂
司
樂
氏
」
に
も
ど
ろ
う
。
司
樂
氏
、
ま
た
は
儒

家
の
音
樂
論
が
主
張
し
た
「
八
音
」
の
調
和
や
「
五
聲
」
の
變
化
は
、

こ
の
故
事
に
お
け
る
「
機
械
」
に
類
比
さ
れ
る
。
ま
た
、
音
聲
の
調

和
や
變
化
な
ど
何
一
つ
も
な
い
瀧
の
音
（「
水
樂
」）
を
好
む
こ
と
は
、

「
機
心
」
を
避
け
る
た
め
に
「
機
械
」
を
拒
否
し
た
老
人
の
考
え
と

相
通
ず
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
瀧
の
音
は
あ
る
が
ま
ま
の
音
を
保
ち
、

㊹
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人
工
的
な
妨
害
が
な
く
、
如
何
な
る
規
則
に
も
束
縛
さ
れ
ず
、
自
然

の
本
性
が
完
全
に
保
た
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、「
全
聲
」
た
り
う
る
。

そ
し
て
、「
全
聲
」
の
美
し
さ
を
理
解
で
き
る
人
は
、
す
な
わ
ち
完

全
な
德
性
を
備
え
た
「
全
士
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

元
結
が
提
起
し
た
「
全
」
の
概
念
は
、『
莊
子
』
に
い
う
聖
人
の

道
の
「
全
」
と
一
致
し
て
お
り
、
人
々
の
純
粹
無
垢
な
心
を
保
つ
こ

と
が
強
調
さ
れ
る
。
音
樂
の
領
域
に
お
い
て
、
元
結
は
形
式
と
内
容

の
關
係
を
「
機
械
」
と
「
機
心
」
の
關
係
の
ご
と
く
捉
え
る
か
ら
こ

そ
、
音
樂
の
變
化
な
ど
の
形
式
上
の
特
徴
を
強
く
批
判
し
た
。
こ
の

考
え
方
を
そ
の
ま
ま
詩
歌
の
領
域
に
當
て
は
め
れ
ば
、
詩
の
聲
律
な

ど
の
形
式
上
の
雕
琢
修
飾
は
、「
機
心
」
を
惹
起
す
る
「
機
械
」
に

な
ぞ
ら
え
ら
れ
よ
う
。

　

「
訂
司
樂
氏
」
以
外
に
も
、
元
結
の
詩
文
に
は
し
ば
し
ば
「
全
」

の
概
念
が
登
場
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
や
は
り
純
粹
無
垢
な
心
を
保
つ

こ
と
を
人
々
に
勧
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
天
寶
七
載
（
七
四
八
）、
元
結
が
長
安
に
遊
ん
だ
際
、
名
利

を
求
め
る
世
閒
の
風
潮
を
批
判
し
て
作
っ
た
「
丐
論
」。
こ
の
文
章

で
は
乞
食
の
口
を
借
り
て
、「
丐
宗
屬
於
人
、
丐
嫁
娶
於
人
、
丐
名

位
於
人
、
丐
顏
色
於
人
（
他
人
に
宗
族
關
係
を
乞
い
、
婚
姻
關
係
を
乞
い
、

名
位
を
乞
い
、
顔
色
を
乞
う
）」
當
時
の
人
々
を
諷
刺
し
つ
つ
、
自
分

は
彼
ら
と
違
い
、「
全
道
」
を
求
め
る
君
子
で
あ
る
と
述
べ
る
。

　

吾
所
以
丐
人
之
棄
衣
、
丐
人
之
棄
食
、
提
甖
倚
杖
、
在
於
路

傍
、
且
欲
與
天
下
之
人
爲
同
類
耳
。
不
然
、
則
無
顏
容
行
於
人

閒
。
夫
丐
衣
食
、
貧
也
、
以
貧
乞
丐
、
心
不
慙
、
迹
與
人
同
、

示
無
異
也
。
此
君
子
之
道
。
君
子
不
欲
全
道
邪
。

　

私
が
他
人
の
捨
て
た
衣
服
や
食
べ
物
を
乞
い
、
道
の
側
で
甕

を
持
ち
杖
を
つ
く
の
は
、
天
下
の
人
々
と
同
類
で
あ
り
た
い
か

ら
だ
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
世
閒
に
い
る
面
目
が
無
い
。
そ
も
そ

も
衣
食
を
乞
う
の
は
、
貧
し
い
か
ら
だ
。
貧
し
さ
の
た
め
に
物

乞
い
を
し
て
も
、
心
に
恥
ず
か
し
く
思
わ
な
い
し
、
行
動
が
他

人
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
違
い
が
な
い
こ
と
を
示
す

の
だ
。
こ
れ
が
君
子
の
道
で
あ
り
、
君
子
は
「
全
道
」
を
欲
し

な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

　

乞
食
は
本
來
卑
し
い
身
分
だ
が
、
物
乞
い
す
る
の
は
生
命
を
維
持

㊻
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す
る
た
め
に
必
要
な
衣
食
だ
け
で
あ
り
、
最
小
限
の
要
求
を
越
え
る

も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
對
し
、
世
の
人
々
は
名
利
ば
か
り
を
追
い

求
め
、
飽
く
な
き
欲
望
が
滿
た
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
元
結
は
、
乞

食
の
生
き
方
に
こ
そ
君
子
の
完
全
な
る
道
が
體
現
さ
れ
て
い
る
と
考

え
る
。「
全
道
」
と
は
功
利
心
を
捨
て
去
り
、
純
粹
な
本
性
を
保
つ

こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

次
い
で
天
寶
十
二
載
（
七
五
三
）
の
作
「
自
箴
」
で
は
以
下
の
よ

う
に
云
う
、

　

有
時
士
教
元
子
顯
身
之
道
曰
、「
于
時
不
爭
、
無
以
顯
榮
。

與
世
不
佞
、
終
身
自
病
」。
…
…
元
子
對
曰
、「
不
能
此
爲
、
乃

吾
之
心
、
反
君
此
言
、
我
作
自
箴
。
與
時
仁
讓
、
人
不
汝
上
。

處
世
清
介
、
人
不
汝
害
。
汝
若
全
德
、
必
忠
必
直
。
汝
若
全
行
、

必
方
必
正
。
終
身
如
此
、
可
謂
君
子
」。

　

あ
る
世
俗
の
士
は
私
に
出
世
の
道
を
教
え
て
言
っ
た
、「
他

人
と
名
利
を
争
わ
な
け
れ
ば
、
榮
達
で
き
な
い
。
世
閒
に
へ
つ

ら
わ
な
け
れ
ば
、
終
生
苦
し
む
」
と
。
…
…
元
子
が
答
え
て
言

う
に
は
、「
そ
う
し
な
い
の
は
、
私
の
心
だ
。
君
の
そ
の
言
葉

を
逆
に
し
て
、
私
は
「
自
箴
」
を
作
っ
た
。
仁
愛
を
も
っ
て
他

人
に
譲
れ
ば
、
他
人
は
あ
な
た
を
上
回
ろ
う
と
し
な
い
。
處
世

を
清
ら
か
に
氣
高
く
す
れ
ば
、
他
人
は
あ
な
た
を
害
し
な
い
。

あ
な
た
が
「
全
德
」
に
な
る
に
は
、
必
ず
忠
直
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
あ
な
た
が
「
全
行
」
に
な
る
に
は
、
必
ず
方
正
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
終
生
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
君
子
と
言
え

る
の
だ
」
と
。

　

「
全
德
」
と
「
全
行
」
は
、
前
述
の
「
全
道
」
と
同
樣
、
名
利
を

熱
心
に
追
い
求
め
る
世
閒
の
風
潮
を
批
判
す
る
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
。

「
全
德
」「
全
行
」
に
達
す
る
た
め
の
前
提
條
件
と
し
て
、「
仁
讓
」

「
忠
直
」「
方
正
」
の
心
を
守
る
べ
き
だ
と
説
く
。

（
三
）「
淳
樸
」
へ
の
志
向
と
『
老
子
』
か
ら
の
影
響

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
元
結
の
追
求
す
る
「
全
」
と
は
純

粹
な
心
を
保
つ
こ
と
で
あ
り
、『
莊
子
』
の
「
機
心
」
を
捨
て
去
る

と
い
う
思
想
を
淵
源
と
す
る
。
こ
れ
と
關
連
し
て
、「
淳
樸
」（「
純

樸
」）
に
言
及
す
る
記
述
も
元
結
の
詩
文
に
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

㊼
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寶
應
元
年
（
七
六
二
）
に
作
っ
た
「
抔
樽
銘
」
に
「
時
俗
澆
狡
、
日

益
偽
薄
。
誰
能
抔
飲
、
共
守
淳
樸
（
時
俗
は
堕
落
し
、
日
ま
し
に
虚
偽

輕
薄
に
な
る
。
誰
が
樽
か
ら
一
掬
い
し
て
飲
み
、
共
に
淳
樸
を
守
ろ
う
か
）」、

同
じ
頃
の
作
「
化
虎
論
」
に
も
「
使
天
下
之
人
皆
涵
純
樸
（
天
下
の

人
々
に
み
な
純
樸
を
持
た
せ
た
い
）」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
淳
樸
」

へ
の
志
向
も
、
や
は
り
道
家
思
想
に
そ
の
淵
源
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。

　

天
寶
六
載
（
七
四
七
）、
進
士
科
に
落
第
し
た
元
結
は
、「
皇
謨
」

三
篇
を
作
り
、
時
局
を
諷
刺
し
た
。
こ
の
文
章
は
「
元
謨
」「
演

謨
」「
系
謨
」
か
ら
成
り
、
古
の
純
公
と
天
子
と
の
對
話
を
假
り
て

上
古
の
盛
世
と
衰
世
及
び
そ
の
原
因
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

先
ず
「
元
謨
」
篇
に
お
い
て
、
上
古
の
君
主
が
教
化
を
施
し
、
法
令

を
設
け
て
人
民
が
そ
れ
に
順
う
状
況
を
「
頽
弊
以
昌
之
道
（
頽
弊
し

て
以
て
昌さ
か

ゆ
る
の
道
）」、
衰
世
の
君
主
が
刑
罰
を
過
酷
に
し
暴
虐
を

ふ
る
っ
て
亡
国
に
到
る
状
況
を
「
頽
弊
以
亡
之
道
（
頽
弊
し
て
以
て

亡ほ
ろ

ぶ
る
の
道
）」
と
区
別
し
、
次
い
で
「
演
謨
」
篇
で
は
以
下
の
よ
う

な
説
明
を
加
え
る
。

　

嗚
呼
、
頽
弊
以
昌
之
道
、
其
由
上
古
強
毀
純
樸
、
強
生
道
德
、

使
興
云
云
、
使
亡
惛
惛
、
始
開
禮
樂
、
始
鼓
仁
義
、
乃
有
善
惡
、

乃
生
真
偽
。

　

あ
あ
、「
頽
弊
し
て
以
て
昌
ゆ
る
の
道
」
の
原
因
は
、
上
古

に
無
理
や
り
純
樸
さ
が
損
な
わ
れ
、
無
理
や
り
道
德
が
生
み
出

さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
興
り
、
根
源
的
な
カ
オ
ス
の
状
態

が
失
わ
れ
、
そ
こ
で
よ
う
や
く
禮
樂
や
仁
義
が
現
れ
、
善
悪
や

真
偽
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
。

儒
家
の
核
心
的
主
張
と
し
て
の
「
禮
樂
」「
仁
義
」
な
ど
は
、「
純

樸
」
が
損
な
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
上
古
の

盛
世
は
「
崩
れ
衰
え
な
が
ら
も
繁
栄
し
た
」
時
代
と
し
て
逆
説
的
に

捉
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
觀
點
は
、
明
ら
か
に
『
老
子
』
第
十
八
章

の
「
大
道
廢
、
有
仁
義
（
大
い
な
る
道
が
廢
れ
た
た
め
に
、
仁
義
が
説
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）」
と
一
致
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
元
結
は
儒
家
よ
り
も
さ
ら
に
原
初
の
状
態
、
人
々

が
純
樸
に
暮
ら
し
て
い
た
遙
か
太
古
の
時
代
を
理
想
と
し
て
い
た
。

「
系
樂
府
十
二
首
」
其
一
「
思
太
古
」
の
前
半
部
に
も
そ
う
し
た
志

向
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

㊾
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東
南
三
千
里
、
沅
湘
爲
太
湖
。

　

湖
上
山
谷
深
、
有
人
多
似
愚
。

　

嬰
孩
寄
樹
顛
、
就
水
捕
鰞
鱸
。

　

所
歡
同
鳥
獸
、
身
意
復
何
拘
。

都
か
ら
東
南
三
千
里
の
と
こ
ろ
、
沅
江
と
湘
江
が
合
流
し
て

太
湖
（
洞
庭
湖
）
が
で
き
た
。

湖
の
ほ
と
り
は
山
と
谷
が
深
く
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
多

く
は
愚
者
の
よ
う
。

　

赤
ん
坊
を
木
の
て
っ
ぺ
ん
に
置
き
、
水
辺
に
行
っ
て
魚
捕
り
。

　

歓
び
は
鳥
獣
と
同
じ
く
、
身
と
心
は
何
に
も
束
縛
さ
れ
な
い
。

　

自
給
自
足
の
小
さ
な
村
里
、
原
始
共
同
体
を
理
想
境
と
す
る
の
は
、

ま
さ
に
『
老
子
』
第
八
十
章
の
「
小
國
寡
民
」
の
世
界
で
あ
る
。
第

四
句
の
「
有
人
多
似
愚
」
も
、『
老
子
』
第
六
十
五
章
の
「
古
之
善

爲
道
者
、
非
以
明
民
、
將
以
愚
之
（
古
の
善
く
道
を
修
め
た
君
主
は
、

人
民
を
聰
明
に
し
よ
う
と
せ
ず
、
愚
か
に
し
よ
う
と
し
た
）」
に
據
る
か
。

そ
の
王
弼
注
に
よ
れ
ば
、「
愚
」
と
は
「
無
知
守
眞
、
順
自
然
（
知

を
は
た
ら
か
せ
ず
、
淳
樸
な
本
性
を
守
り
、
自
然
に
順
う
こ
と
）」
を
い
う
。

　

元
結
は
當
時
の
輕
薄
淫
靡
な
風
氣
を
救
い
、「
淳
樸
」
へ
と
復
歸

す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
の
思
想
の
淵
源
は
『
老
子
』
に
あ
り
、

「
全
」
と
同
じ
く
、
太
古
の
純
粹
で
素
樸
な
心
を
保
つ
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
主
張
は
元
結
の
思
想
に
一
貫
し
て
お
り
、
音
樂
の
領
域

に
お
い
て
は
煩
雜
で
變
化
の
多
い
音
樂
へ
の
悲
嘆
と
な
り
、
詩
歌
の

領
域
に
お
い
て
は
、
複
雜
な
聲
律
を
要
す
る
近
體
詩
へ
の
批
判
と
な

っ
て
現
れ
た
。

　

元
結
自
身
は
「
九
流
百
氏
」（「
漫
論
」
の
語
）
に
束
縛
さ
れ
な
い

と
述
べ
る
が
、
そ
の
實
、
音
樂
と
文
學
に
關
し
て
は
、
や
は
り
儒
家

と
道
家
の
思
想
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
た
。
さ
ら
に
踏
み
こ

ん
で
言
え
ば
、「
全
」
の
概
念
と
「
淳
樸
」
へ
の
志
向
に
關
し
て
は
、

道
家
か
ら
の
影
響
が
よ
り
大
き
い
。
こ
れ
は
主
に
儒
家
を
尊
ん
だ
古

文
家
の
中
に
あ
っ
て
、
か
な
り
特
殊
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
、
の
ち
に
「
次
山
不
師
孔
氏
（
次
山
は
孔
子
を
師
と
せ
ず
）」

と
い
う
非
難
に
遭
う
羽
目
に
も
な
る
。
元
結
が
近
體
詩
に
對
し
て
冷

淡
な
態
度
を
と
っ
た
こ
と
、
他
の
古
文
家
た
ち
と
比
べ
て
異
質
で
あ

っ
た
こ
と
、
そ
の
原
因
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
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お　

わ　

り　

に

　

儒
家
の
文
學
論
で
あ
れ
、
道
家
の
文
學
論
で
あ
れ
、
い
ず
れ
も
質

樸
さ
を
主
張
す
る
が
、
し
か
し
そ
こ
に
は
本
質
的
な
差
異
が
あ
る
。

元
結
は
、
よ
り
多
く
道
家
思
想
の
影
響
を
受
け
、
形
式
上
の
修
飾
を

完
全
に
捨
て
去
る
「
淳
樸
」
を
志
向
し
た
。
一
方
、
他
の
古
文
の
先

驅
者
た
ち
は
、
文
學
に
お
け
る
形
式
と
内
容
を
論
じ
る
際
、
儒
家
の

「
文
」
と
「
質
」
の
關
係
性
を
原
點
と
す
る
。

　

例
え
ば
、
李
華
は
「
質
文
論
」
に
お
い
て
「
文
」
が
「
質
」
を
圧

倒
し
た
天
寶
年
閒
の
輕
薄
な
氣
風
を
批
判
し
た
。
だ
が
結
局
の
と
こ

ろ
、
孔
子
の
言
う
「
文
質
彬
彬
」
─
─
「
文
」（
外
見
の
美
、
ま
た
は

形
式
）
と
「
質
」（
内
面
の
實
質
、
ま
た
は
内
容
）
の
均
衡
を
目
指
す
も

の
で
あ
り
、
形
式
面
の
修
飾
機
能
を
放
棄
す
る
わ
け
で
な
い
。
李
華

よ
り
も
少
し
後
輩
に
あ
た
る
獨
孤
及
は
「
以
古
之
比
興
、
就
今
之
聲

律
（
古
の
比
興
に
よ
っ
て
、
今
の
聲
律
に
合
わ
せ
る
）」
と
述
べ
、
内
容

面
で
は
古
の
『
詩
經
』
の
比
興
、
形
式
面
で
は
今
の
聲
律
と
い
う
折

衷
案
を
提
示
し
た
。
彼
ら
の
よ
う
な
「
文
」「
質
」
の
捉
え
方
は
、

元
結
の
思
想
と
源
流
を
異
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

獨
孤
及
の
弟
子
梁
肅
が
天
寶
期
の
古
文
家
に
言
及
す
る
際
に
は
、

李
華
・
蕭
穎
士
・
賈
至
・
獨
孤
及
を
舉
げ
る
が
、
こ
と
さ
ら
元
結
一

人
を
無
視
し
、
復
古
の
系
譜
に
そ
の
名
を
連
ね
な
い
。
佛
・
老
を
排

斥
し
た
韓
愈
の
文
學
論
に
お
い
て
も
、
そ
の
位
置
づ
け
は
同
樣
で
あ

る
。
紙
幅
の
制
約
の
た
め
、
小
論
で
は
元
結
に
限
っ
て
議
論
を
展
開

し
た
が
、
他
の
古
文
家
と
の
關
係
、
中
唐
に
お
け
る
文
學
復
古
思
想

の
源
流
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
さ
ら
な
る
課
題
と
し
た
い
。

註①　
『
舊
唐
書
』
元
德
秀
傳
に
よ
れ
ば
、
元
德
秀
は
開
元
二
十
一
年
（
七

三
三
）
に
進
士
及
第
、
そ
の
後
は
魯
山
の
縣
令
と
な
り
、
天
寶
十
三
載

（
七
五
四
）
に
卒
す
。
元
德
秀
は
純
樸
を
好
み
、
古
道
を
唱
え
て
、
當

時
の
人
々
に
尊
ば
れ
、
元
結
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
。

②　

韓
愈
「
送
孟
東
野
序
」
に
「
唐
之
有
天
下
、
陳
子
昂
・
蘇
源
明
・
元

結
・
李
白
・
杜
甫
・
李
觀
、
皆
以
其
所
能
鳴
」。
馬
其
昶
校
注
『
韓
昌

黎
文
集
校
注
』
上
海
古
籍
出
版
社
二
〇
一
四
版
、
卷
四
、
二
六
〇
頁
。

③　
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
四
部
叢
刊
初
編
、「
集
古
錄
」
卷
七
、
十
二
葉
裏
、

唐
元
次
山
銘
。

④　

錢
基
博
『
韓
愈
志
』
上
海
古
籍
出
版
社
二
〇
一
二
版
、
古
文
淵
源
篇

第
一
。

⑤　

詩
數
の
統
計
は
『
全
唐
詩
』
に
よ
る
。
こ
の
う
ち
、
李
華
・
蕭
穎

�

�

�
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士
・
賈
至
の
文
集
は
い
ず
れ
も
亡
佚
し
、『
全
唐
詩
』
に
残
る
詩
は
一

部
分
の
み
。
獨
孤
及
・
韓
愈
・
柳
宗
元
の
文
集
は
ま
と
ま
っ
た
形
で
現

存
し
て
お
り
、『
全
唐
詩
』
所
收
の
彼
ら
の
詩
は
全
貌
を
お
お
む
ね
反

映
す
る
と
考
え
て
よ
い
。

⑥　

李
商
隠
「
容
州
經
略
使
元
結
文
集
後
序
」（『
李
義
山
文
集
』
四
部
叢

刊
初
編
、
卷
四
）
に
「
次
山
有
『
文
編
』、
有
『
詩
集
』、
有
『
元
子
』、

三
書
皆
自
爲
之
序
」。『
文
編
』
に
は
序
文
し
か
殘
っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ

に
よ
れ
ば
、『
文
編
』
は
大
暦
二
年
（
七
六
七
）
に
元
結
に
よ
っ
て
自

編
さ
れ
た
十
卷
の
文
集
で
あ
り
、
二
百
三
篇
の
詩
文
が
収
録
さ
れ
た
と

い
う
。『
元
子
』
は
完
全
に
亡
佚
し
、
顏
真
卿
「
容
州
都
督
兼
御
史
中

丞
本
管
經
略
使
元
君
表
墓
碑
銘
」（『
顏
魯
公
文
集
』
四
部
叢
刊
初
編
、

卷
五
）
に
は
「
十
卷
」、『
新
唐
書
』
元
結
傳
で
は
「
十
篇
」
と
記
載
さ

れ
る
。『
詩
集
』
と
は
、
あ
る
い
は
『
篋
中
集
』
の
こ
と
を
指
す
か
。

な
お
、
現
存
の
十
二
卷
本
『
元
次
山
集
』
は
、『
四
庫
提
要
』
に
よ
れ

ば
後
人
の
輯
佚
で
あ
る
。
そ
の
中
の
『
元
子
』
の
篇
目
は
若
干
混
入
す

る
が
、
計
二
百
二
十
篇
の
詩
文
（
詩
九
十
八
篇
、
文
百
二
十
二
篇
）
が

収
録
さ
れ
る
。
篇
數
か
ら
見
る
と
、『
文
編
』
の
大
部
分
は
、
現
行

『
元
次
山
集
』
に
保
存
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

⑦　
「
橘
井
」
一
首
の
み
は
近
體
の
七
言
律
詩
で
あ
る
が
、
明
・
湛
若
水

本
に
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
王
國
維
は
偽
作
と
見
な
す
（
北
京
圖
書
館

藏
王
國
維
校
『
元
次
山
文
集
』
を
参
照
）。
小
論
は
そ
の
説
に
從
っ
た
。

⑧　
『
篋
中
集
』
序
に
「
二
十
二
首
」
と
あ
る
が
、
現
行
本
『
篋
中
集
』

に
は
計
二
十
四
首
を
收
め
る
。
す
な
わ
ち
、
沈
千
運
四
首
、
王
季
友
二

首
、
于
逖
二
首
、
孟
雲
卿
五
首
、
張
彪
四
首
、
趙
徵
明
三
首
、
元
季
川

四
首
。
傅
璇
琮
『
唐
人
選
唐
詩
新
編
』
陝
西
人
民
教
育
出
版
社
一
九
九

六
版
を
参
照
。

⑨　

孫
望
校
『
元
次
山
集
』
中
華
書
局
上
海
編
輯
所
一
九
六
〇
版
、
卷
七
、

一
〇
〇
頁
。
以
下
『
元
次
山
集
』
の
引
用
は
す
べ
て
こ
れ
を
底
本
と
す

る
。

⑩　
『
元
次
山
集
』
卷
二
、
三
七
頁
。

⑪　
「
他
（
元
結
）
編
選
『
篋
中
集
』
的
更
主
要
的
目
的
、
是
要
標
舉

『
詩
經
』
風
雅
傳
統
、
用
以
促
進
一
種
反
映
民
生
疾
苦
的
詩
歌
流
派
的

發
展
」。『
唐
代
文
學
史
』
中
國
社
會
科
學
院
文
學
研
究
所
編
、
人
民
文

學
出
版
社
一
九
九
五
版
、
上
冊
、
五
八
一
頁
。

⑫　
「
他
（
元
結
）
的
雅
正
的
觀
念
…
…
幾
乎
成
爲
漢
儒
詩
教
説
的
復
歸
」。

蔣
寅
『
大
暦
詩
風
』
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
九
二
版
、
一
二
頁
。

⑬　
『
元
次
山
集
』
卷
二
、
三
五
頁
。

⑭　
「
微
婉
頓
挫
」
に
つ
い
て
、
鄧
芳
「
元
結
樂
府
に
お
け
る
「
比
興
體

制
」
と
そ
の
新
樂
府
に
對
す
る
影
響
─
─
「
舂
陵
行
」
を
中
心
に

─
─
」（『
東
京
大
學
中
國
文
學
研
究
室
紀
要
』
第
十
三
號
、
二
〇
一
〇

年
十
一
月
）
で
は
、
杜
甫
の
「
頓
挫
」
に
關
す
る
先
行
研
究
を
ま
と
め

た
う
え
で
、「
婉
曲
な
諷
諭
の
文
辭
を
言
う
も
の
」
と
解
す
る
。

⑮　
「
同
元
使
君
舂
陵
行
」
序
、『
杜
詩
詳
註
』
卷
十
九
、
中
華
書
局
一
九

九
九
版
、
一
六
九
一
頁
。

⑯　
「
二
風
詩
論
」『
元
次
山
集
』
卷
一
、
一
〇
頁
。

⑰　
『
元
次
山
集
』
卷
七
、
一
〇
〇
～
一
〇
一
頁
。
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⑱　
『
唐
人
選
唐
詩
新
編
』
三
〇
一
頁
。

⑲　
『
唐
人
選
唐
詩
新
編
』
三
〇
二
頁
。

⑳
例
え
ば
、
孟
雲
卿
「
悲
哉
行
」
に
「
朝
亦
常
飢
苦
、
暮
亦
常
飢
苦
。
飄

飄
萬
餘
里
、
貧
賤
多
是
非
」、
張
彪
「
雜
詩
」
に
「
富
貴
多
勝
事
、
貧

賤
無
良
圖
」
と
あ
り
、「
貧
賤
」
に
身
を
沈
め
た
こ
と
を
悲
嘆
す
る
。

ま
た
、
元
季
川
「
登
雲
中
」
に
は
「
憀
然
歌
采
薇
、
曲
盡
心
悠
悠
」
と

い
い
、
隠
棲
の
志
を
表
現
す
る
。

㉑　
「
其
根
藴
本
於
騷
人
、
而
感
激
怨
懟
奇
怪
之
作
、
亦
自
「
天
問
」「
招

魂
」、
揚
其
餘
烈
」。『
章
氏
遺
書
』
商
務
印
書
館
一
九
三
六
版
、
卷
十

三
。

㉒　
「
這
派
詩
人
的
詩
作
、
思
想
内
容
除
元
結
的
部
分
作
品
關
心
國
家
治

亂
和
人
民
痛
苦
外
、
其
他
詩
人
的
作
品
、
絶
大
多
數
吟
詠
個
人
的
清
貧

生
活
和
悲
歡
離
合
…
…
這
派
詩
人
、
雖
以
追
蹤
漢
魏
古
詩
爲
職
志
、
但

竝
不
重
視
學
習
建
安
詩
人
反
映
社
會
動
亂
、
人
民
苦
難
、
他
們
重
視
的

是
學
習
蘇
武
、
李
陵
一
類
文
人
五
言
詩
、
敘
述
個
人
的
悲
歡
離
合
」。

王
運
熙
「
元
結
『
篋
中
集
』
和
唐
代
中
期
詩
歌
的
復
古
潮
流
」『
漢
魏

六
朝
唐
代
文
學
論
叢
』
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
一
版
、
二
〇
〇
頁
。

㉓　

加
藤
敏
「
元
結
の
文
學
─
─
「
系
樂
府
」
と
「
篋
中
集
」」『
千
葉
大

學
教
育
學
部
研
究
紀
要
』
第
五
三
卷
（
人
文
・
社
會
科
學
系
）、
二
〇

〇
五
年
二
月
、
四
三
五
頁
を
參
照
。

㉔　
『
四
庫
全
書
總
目
』
中
華
書
局
一
九
八
一
版
、
卷
一
百
八
十
六
、
總

集
類
一
、
一
六
八
八
頁
。

㉕　
『
元
次
山
集
』
卷
二
、
三
七
頁
。

㉖　

元
結
の
近
體
詩
に
對
す
る
冷
淡
な
態
度
、
も
し
く
は
詩
歌
復
古
の
主

張
は
、
早
年
の
天
寶
六
載
に
す
で
に
現
れ
、
晩
年
の
大
暦
期
に
至
る
ま

で
特
に
大
き
な
轉
換
を
見
な
い
。
元
結
が
若
く
し
て
思
想
を
確
立
し
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
族
兄
の
元
德
秀
の
存
在
を
無
視
で
き
な

い
。
元
德
秀
は
「
動
師
古
道
」（『
舊
唐
書
』
本
傳
）
と
評
さ
れ
、
元
結

の
思
想
形
成
に
多
大
な
影
響
を
與
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

㉗　
『
元
次
山
集
』
卷
五
、
七
四
～
七
五
頁
。

㉘　
「
系
樂
府
」
序
に
「
天
寶
辛
未
作
」
と
い
う
が
、
天
寶
に
は
辛
未
年

が
存
在
し
な
い
。
孫
望
の
校
本
は
辛
卯
（
天
寶
十
載
）
の
誤
り
か
と
疑

い
、
楊
承
祖
「
元
結
年
譜
」（『
元
結
研
究
』
附
）
は
癸
未
（
天
寶
二

年
）
の
誤
り
と
推
測
す
る
。「
系
樂
府
」
と
は
樂
府
の
傳
統
を
繼
ぐ
の

意
。
十
二
首
連
作
の
諷
諭
詩
で
あ
る
。

㉙　
『
元
次
山
集
』
卷
二
、
一
八
頁
。

㉚　
「
補
樂
歌
」
の
繫
年
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
楊
承
祖
「
元
結
年
譜
」

は
、
天
寶
五
年
（
七
四
六
）
以
前
、「
系
樂
府
」
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の

作
だ
と
推
測
す
る
。
た
だ
し
、
葛
曉
音
「
盛
唐
〝文
儒
〟
的
形
成
和
復

古
思
潮
的
濫
觴
」（『
文
學
遺
産
』
一
九
九
八
年
第
六
期
）
は
「
補
樂

歌
」
序
の
「
今
國
家
追
復
純
古
、
列
祠
往
帝
」
と
い
う
記
述
を
根
據
に

し
て
、
天
寶
十
載
（
七
五
一
）
の
「
三
大
禮
」
に
應
じ
て
作
ら
れ
た
と

す
る
。

㉛　
『
元
次
山
集
』
卷
一
、
一
頁
。

㉜　
『
元
次
山
集
』
卷
一
、
一
頁
。

㉝　
「
乙
乙
冥
冥
」
の
語
は
難
解
。「
乙
乙
」
は
陸
機
「
文
賦
」（『
文
選
』
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卷
十
七
）
に
「
思
乙
乙
其
若
抽
」
と
あ
り
、
思
考
が
な
か
な
か
出
ず
に

難
渋
す
る
さ
ま
。「
冥
冥
」
は
暗
い
さ
ま
。
こ
こ
で
は
太
古
の
暗
く
奥

深
い
趣
と
解
し
て
お
く
。

㉞　

聶
文
郁
『
元
結
詩
解
』（
陝
西
人
民
出
版
社
一
九
八
四
版
）
五
六
頁

は
「
這
也
許
近
乎
司
樂
君
子
以
薫
陶
爲
主
的
意
義
吧
！
」
と
解
す
る
。

ま
た
楊
承
祖
「
元
結
評
傳
」（『
元
結
研
究
』
附
、
一
七
頁
注
23
）
も
こ

の
句
の
「
豈
」
を
反
語
の
助
字
と
は
せ
ず
、「
豈
猶
其
也
、
當
也
、
庶

幾
也
。
見
王
引
之
《
經
傳
釋
詞
》。
元
結
用
「
豈
」
字
頗
如
此
」
と
い

う
。

㉟　
「
來
」
字
、『
樂
府
詩
集
』
卷
九
六
と
『
全
唐
詩
』
卷
二
四
〇
は

「
東
」
に
作
る
。

㊱　
『
元
次
山
集
』
卷
二
、
一
九
頁
。

㊲　
『
舊
唐
書
』
玄
宗
紀
に
「（
玄
宗
）
性
英
斷
多
藝
、
尤
知
音
律
」。

同
・
音
樂
志
に
「
玄
宗
又
於
聽
政
之
暇
、
教
太
常
樂
工
子
弟
三
百
人
為

絲
竹
之
戲
、
音
響
齊
發
、
有
一
聲
誤
、
玄
宗
必
覺
而
正
之
。
…
…
玄
宗

又
製
新
曲
四
十
餘
、
又
新
製
樂
譜
」。

㊳　
『
元
次
山
集
』
卷
五
、
六
八
～
六
九
頁
。

㊴　
『
元
次
山
集
』
卷
五
、
六
九
～
七
〇
頁
。

㊵　
「
元
結
所
愛
好
的
『
全
聲
』、
實
在
就
是
愛
好
天
然
的
音
響
。
象
『
懸

水
淙
石
』
之
聲
、
他
便
感
到
『
泠
然
便
耳
』、
象
那
些
刻
板
地
按
宮
商

律
呂
所
譜
出
來
的
曲
調
樂
聲
、
他
就
討
厭
（
參
閲
《
訂
司
樂
氏
》、《
水

樂
説
》）。
這
種
對
音
樂
的
要
求
、
實
質
上
跟
他
對
詩
歌
寫
作
上
要
求
擺

脱
格
律
聲
病
的
束
縛
、
和
對
散
文
寫
作
上
要
求
掃
却
駢
偶
工
麗
的
積
習

以
歸
於
自
由
的
觀
點
、
是
完
全
一
致
的
」。
孫
望
『
元
次
山
集
』
前
言
、

二
九
～
三
〇
頁
。

㊶　
「
這
種
「
全
聲
」
的
「
樂
論
」、
不
能
不
令
人
相
信
就
是
他
「
文
學
淳

古
論
」
的
化
形
。
只
須
檢
視
他
詩
文
的
淡
泊
古
拙
、
便
能
得
到
印
證
」。

「
元
結
的
淳
古
論
與
反
主
流
」『
元
結
研
究
』
三
六
九
～
三
七
〇
頁
。

㊷　

元
好
問
「
論
詩
」
其
十
七
「
切
響
浮
聲
發
巧
深
、
研
摩
雖
苦
果
何
心
。

浪
翁
水
樂
無
宮
徴
、
自
是
雲
山
韶
濩
音
」。
清
・
施
國
祁
箋
注
『
元
遺

山
詩
集
箋
注
』
人
民
文
學
出
版
社
一
九
八
五
版
、
卷
十
一
、
五
二
九
頁
。

㊸　
『
禮
記
正
義
』
卷
三
十
七
、『
十
三
經
注
疏
』
中
華
書
局
一
九
九
一
版
、

二
九
九
頁
。

㊹　

郭
慶
藩
『
莊
子
集
釋
』
中
華
書
局
二
〇
一
二
版
、
外
篇
天
地
第
十
二
、

四
四
二
頁
。

㊺　
『
莊
子
集
釋
』
外
篇
天
地
第
十
二
、
四
三
九
頁
。

㊻　
『
元
次
山
集
』
卷
四
、
五
五
頁
。

㊼　
『
元
次
山
集
』
卷
五
、
八
一
頁
。

㊽　

以
上
に
引
用
し
た
の
は
安
史
の
亂
以
前
の
例
で
あ
る
が
、
元
結
の
晩

期
の
作
で
も
「
全
」
の
思
想
は
な
お
保
持
さ
れ
る
。
例
え
ば
寶
應
元
年

（
七
六
二
）
頃
に
武
昌
（
今
の
湖
北
省
鄂
州
市
）
で
作
っ
た
「
惠
公
禪

居
表
」
に
、
惠
禪
師
（
樊
水
の
近
く
に
あ
る
寺
の
禪
僧
。
事
跡
未
詳
）

は
「
全
行
」
と
「
全
道
」
が
備
わ
っ
た
人
物
だ
と
稱
贊
さ
れ
る
が
、
郷

民
に
純
粹
な
心
を
守
る
よ
う
唱
え
た
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。

㊾　
『
元
次
山
集
』
卷
八
、
一
一
五
頁
。

㊿　
『
元
次
山
集
』
卷
八
、
一
一
八
頁
。
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�　

加
藤
敏
「
元
結
の
自
述
三
篇
に
つ
い
て
」『
千
葉
大
學
教
育
學
部
研

究
紀
要
』
第
五
〇
卷
（
人
文
・
社
會
科
學
編
）、
二
〇
〇
二
年
二
月
、

四
一
五
頁
を
參
照
。

�　
『
元
次
山
集
』
卷
四
、
四
九
頁
。

�　
『
元
次
山
集
』
卷
二
、
一
八
頁
。

�　

樓
宇
烈
『
老
子
道
德
經
校
釋
』
中
華
書
局
二
〇
〇
八
版
、
下
篇
六
十

五
章
、
一
六
七
頁
。

�　
『
元
次
山
集
』
卷
八
、
一
一
四
頁
。

�　

李
商
隱
「
容
州
經
略
使
元
結
文
集
後
序
」『
李
義
山
文
集
』
卷
四
。

�　

李
華
「
質
文
論
」『
全
唐
文
』
卷
三
百
十
七
。

�　

獨
孤
及
「
唐
故
左
補
闕
安
定
皇
甫
公
（
皇
甫
冉
）
集
序
」『
全
唐

文
』
卷
三
百
八
十
八
。

�　

梁
肅
「
補
闕
李
君
（
李
翰
）
前
集
序
」（『
全
唐
文
』
卷
五
百
十
八
）

に
「
唐
有
天
下
幾
二
百
載
、
而
文
章
三
變
。
初
則
廣
漢
陳
子
昂
以
風
雅

革
浮
侈
、
次
則
燕
國
張
公
說
以
宏
茂
廣
波
瀾
、
天
寶
已
還
、
則
李
員
外

（
李
華
）・
蕭
功
曹
（
蕭
穎
士
）・
賈
常
侍
（
賈
至
）・
獨
孤
常
州
（
獨

孤
及
）
比
肩
而
出
、
故
其
道
益
熾
」。


